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2017年に発足30周年を迎えた東京大学先端科学技術研究センター（略称：先端研）は、「科学と技術のハーモニーで人と社会をつなぎ、未来を形にする」ことを使命とする
研究所です。最大の特色は研究者や研究分野の多様性にあり、理工系の先端研究から社会科学やバリアフリーという未来の社会システムに関わる研究まで、 基礎から応用
に至る多様な研究を積極的に推進しています。

輝け！未来の先端人

泉山 塁威 さん　小泉・小熊研究室（共創まちづくり分野） 助教
北海道生まれ、埼玉県育ち。日本大学理工学部建築学科卒業、大学院理工学研究科不動産科学専攻博士
前期課程修了、明治大学大学院理工学研究科建築学専攻博士後期修了。博士（工学）。認定准都市プラン
ナー。一般社団法人ソトノバ共同代表理事・編集長など、学外でも精力的に活動中。 「社会実験の先にどんな風景を描けるのか。実験を経て、

この場所ができた、という空間を早く作りたいです」

小さな体験が、
「未来のまち」を紡ぎ出す

熊澤 鉄也 先端研事務長

編集後記 今回の座談会は、事務職員には貴重な経験であり、何
より、教員の皆様に事務職員がどのような考えで仕
事に取組んでいるのかを理解してもらう機会の１つ
になってほしいと思っています。企画していただい
た広報・情報室の皆様には、この場をお借りして、御
礼申し上げます。
座談会に目を向けてみると、それぞれの人柄が文章
を通じてにじみでていて、また、同時に普段見られな

い一面も垣間見られ、興味深い内容となっています。
事務職員が『車の両輪』の一端を担うためにも、より
充実したサポート体制作りに取り組んでいきたいと
考えています。
この先、どのような未来が待っているかわかりませ
んが、先端研から『幸せを感じられる社会の扉』を開
けるシーズが沢山芽生えてほしいと願っています。

いずみやま るい

　カフェの前の道路に、テーブルと椅子が

ある。ひと休みしたかったあなたは、そこ

に座りますか？

　「日本は“公共空間を自由に使ってはい

けない”という感覚が強いですよね。オー

プンカフェの前に椅子を置くと、企業の

PRなのか、カフェの席なのかを聞かれま

す。自由に座れる席でも、です」

　泉山助教の専門は、エリアマネジメント

＝地域の価値を高める研究だ。「地域には、

建物や敷地の他に、道路や公園、河川と

いった公共の場があり、その面積は意外と

大きい。ビルの再開発や店舗での活性化に

は限界があり、いかに公共空間の価値を上

げるかが重要です」。

　泉山助教は、道路や駅前広場などで一時

的にカフェやイベントを行い、市民にふさ

わしい場の方向性を探る「タクティカル・

アーバニズム」の手法を用いる。「これまで

の公共空間は、突然工事が始まり、いきなり

公園などの空間が登場します。市民は、完成

して初めて知る。本当にその場所でいいの

か、きちんと使われるかは、できてみないと

わからない。非常にリスキーです」。

　タクティカル・アーバニズムは、シリコン

バレー発の起業手法「リーンスタートアッ

プ」と似ている。まず社会実験として小さく

始め、データで検証し、学習し、また試すとい

うサイクルを高速で回し、実践的なアイデア

に育てる。「最終的には公共投資などにつな

げます。ただのイベントでは、コンサルやイ

ベント会社が儲かるだけ。法規制と向き合い

ながら、市民のための場を考えないと」。

　従来の都市計画は、マーケティングからビ

ジョンを決め、トップダウンで進む。「20年

後にあなたの街はどうなっていますか？と

市民が突然聞かれても、想像しにくいですよ

ね。マーケティングの限界というか。でも、実

験など空間体験中に聞くと意見が出てく

る。体験が想像力を刺激するのです」。

　この秋には、クラウドファンディングに

挑戦した。行政の予算ありきの施策ではな

く、行政予算をオーバーする分は、一般か

ら資金を募る。運営や広報スタッフも募集

した。「自分の中では、空間づくりと調査を

行う社会実験の段階は終わっていて、地元

の企業や市民が実験フェスに関わりなが

ら、みんなで将来の空間を体験し、愛着を

育む活動に移行しています」。

　現場で活躍しているのに、大学にいる必

要はあるのだろうか。「新分野を切り拓き

ながら、現場の課題や手法を研究する。こ

の“実践と研究の相互作用”は、大学だから

できることです」。論文のネタは存分にあ

る。「あとは時間ですね（笑）」

東京大学先端科学技術研究センターについて

泉山 塁威 さん
輝け！ 未来の先端人
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できること、できる時間を、
生み出したい

先端研事務部が語る、もうひとつの「未来論」

金子 詩歩

財務企画チーム 一般職員

簗瀬 森明

企画調整チーム 係長

総務全体の管理・実務、教授総会

とりまとめなどを担当

運営費交付金、部局予算管理、

監査対応などを担当

文部科学省共済関連、

所内システム運用などを担当

各種伝票確認、受託研究受入、

部局決算などを担当

中井 麻祐子

企画調整チーム 主任

財務企画チーム 係長

奥 雄一

事務部座談会
AIは、事務の仕事を奪わない

―――― 「事務の未来論」と聞いて、何を思い浮かべましたか？

中井：窓口にAIを導入することです。東大の事務ではどこもやっていま

せんよね？ 窓口にポンと置いて「今日のご用はなんでしょう？」と対応

したり、愛嬌のあるロボットがホテルのように荷物の運び先を案内した

り、とか。

奥：先生の研究成果の公開としてもいいですね。

簗瀬：AIって、導入しても業務を教える必要がありますよね？人が足り

ないので、そこまで手が回るかどうか…

中井：でも、AIに教え込む中で業務を論理的に切り分けていくから、これ

まで担当者個人に依存していたやり方が、平準化されますよね？ 全学

的に同じような業務も結構あるので、それが汎用できると、かなり効率

的になるかと。

金子：近藤先生（近藤武夫 准教授）が「超短時間勤務モデル」*1でおっ

しゃっている“職務定義”のように、個々のタスクを明確化すれば、AIに

どの仕事をどれだけ任せるかも見えてきませんか？ 職務定義を一度す

るだけでも、業務の軽減や効率化がしやすくなって、変わる気がします。

中井：AIを導入したとしても、巷で聞くような“仕事を奪われる”感覚は、

まだ湧かないですよね。AIに教える人も必要だし、日々のルーティンを

任せられれば、それこそ、空いた時間で新たなことを生み出せる。AIと一

緒にやっていけたらいいですね。

簗瀬：「事務の未来」と聞いたとき、在宅勤務が思い浮かんだんですよね。

先端研でも、ある研究室では障害者の方が短時間だけ在宅で働いていま

す。事務部での障害者雇用も増えますし、それができたらいいかなぁ、

と。職務定義か…。

金子：私は、入職1年目ということもあってか、皆さんほど残業がない

し、ゆとりのある時期もあります。最近は、その時間にVBA*2を勉強し

ているんです。業務では単純作業も多くて、VBAでプログラムを組んで

任せたら、一瞬で終わるものもかなりあります。

奥：素晴らしい。

金子：この前、施設維持管理費に関する全学的な調査の回答資料を作っ

ていた時、それが細かくて大変な作業なので、簡単にできるプログラム

をVBAで組んだら、同じ部署の人に「他の部局でも同じ作業をするか

ら、全学で共有できればいいね」って言われて。最初は自分の仕事を効率

化したくて始めたVBAだったけど、最近は、組んだプログラムを共有し

て、皆さんに還元したいと考えるようになりました。

奥：その施設維持管理費プログラム、今年の業務改革総長賞*3に、ぜひ！

中井：出しましょう！私が他薦で出してもいいですし。たしか先端研の

事務って「業務改革総長賞」を過去に1～2回受賞していますよね。先端

研に異動が決まった時、自ら効率化を進めているという話を聞いて、改

革派が多いイメージを持っていました。

奥：実際に来てみたら？

中井：アットホームで締め付けられない空気が、自ら何かを生み出そう

という自由な雰囲気の組織をつくるのかな、と感じました。

スピーディ、時にラフすぎるオープンな運営

奥：組織づくりの話だと、先端研では意思決定機関である経営戦略会議

（通称：戦略）には、事務部から多くの人が陪席していますよね。係長級か

ら何名か入っているので、僕も陪席していますが、おそらくほとんどの

部局では、執行部の会議に入るのは事務長、副事務長クラスだと思いま

す。所の重要事項をバシバシ決めていく経営組織の中に入っていること

は、自分の場合には、所の運営面を手伝わせていただいているという意

識が生まれますね。

中井：30周年記念事業実行委員会でも、事務職員が先生方と同じ「委員」

という立場で参画できたので、一体感を感じられて楽しかったです。

奥：30周年所内イベントの「先端研オリンピック」も、実行委員会とは別

に委員会を立ち上げてましたよね。

金子：オリンピックは本当に楽しかったです。閉会式での結果発表で、先

生方も事務職員もみんな高校の体育祭みたいに盛り上がっていて、こん

な感覚を大人になってまた味わえるとは思わなかった（笑）

―――― むちゃ振りみたいなものはなかったんですか？

簗瀬：あ…

中井：オリンピックの閉会式で、神崎所長とオリンピック委員、先生方も

事務職員も総出で寸劇をやるという案があって。もし実現していたら、

むちゃ振りだったかと（笑）

金子：実際に通るかどうかは別として、気軽にチャレンジできそうな雰

囲気は、先生方にも事務職員にもありますよね。

簗瀬：たしかに。

金子：衝撃的だったのが、くまモンの話。くまモンを先端研の研究員にし

たらどうかというやりとりを記したメール画面が、戦略の会議資料の中

にポンと入っていて。重要な案件なのに、あのスピード感で、こんなにラ

フに決まるんだ、と（笑）。もちろん、私が知る前に検討されていたと思い

ますが、個人的には衝撃でした。

奥：谷内江先生（谷内江望 准教授）が30周年の対談企画『対話する、未来

論』の中で、「先端研の人たちは、自分の生き方を自分で切り開いていく

人たちが多くて、そういう生き方のほうが楽しいし、幸せだ」という話を

していて、すごくいいなぁと思ったんですよね。自分の考えていること

を通す、自分がこうあるべきだということに進んで、新しいことを切り

開いていくというのが、先端研っぽいというか。

中井：どんなことでも、まずは言ってみることができる雰囲気というか。

突飛なことでも、たぶん言えますよね。アイデアの時点で発言しても、受

け入れてもらえる。

現場のフォロー体制は、まだ発展途上

金子：私は新卒で、初めての職場が先端研です。仕事ってドライなものだ

と思っていたので、アットホームというか、働く人の距離が近いという

のが第一印象でした。やさしくて親切な人が多いですよね。しかも、神崎

所長がとってもフレンドリーで、初めての配属先がこんなにアットホー

ムだと、次の異動先が普通の雰囲気だったら、寂しくなっちゃうんじゃ

ないかと心配になるくらいです。

簗瀬：法人化前、僕が公務員だったときは、係長との距離があり、気軽に

話しかけられなかったですね。法人化後の係長は、管理も実務も仕事量

が圧倒的に多くて、偉い人ではなく現場の人です。常勤職員が減ってい

る分、非常勤職員が増えていて、常勤職員だけでは手が回らない分を非

常勤職員に助けられていますが、職務上、常勤にしかできないこともも

ちろんあって。その切り分けや割り振りが難しいと、日々感じます。

奥：たしかに、業務が多岐にわたるというか。僕が採用されたときは法人

化の3カ月前だったので、実質的には法人化前のことはわかりません

が、その時点でも東大本部の各部の数は5部か6部しかなかったけど、今

は10部以上ありますよね。

簗瀬：新しいことにどんどんチャレンジしている、という感じはありま

すね。

奥：先端研はチームワークもよく、いい人材に恵まれている気がします。

―――― 大学は、女性にとって働きやすい職場というイメージもあり

ます。

中井：他企業で働いたことがないので比較できませんが、同期が育休を

取ったり育休明けだったりと、仕事を続けている人が多いので、実際に

働きやすいと思います。ただ、現場のフォロー体制は、まだ発展途上とい

う気がします。

奥：産休や育休を取る時期って、おそらく仕事も覚えてバリバリやって

いる中堅職員が多いですよね。代理で入った人が休暇に入った人と同じ

くらい仕事ができればそれでいいですが、そうでないと、周りの人の手

助けが必要になると思います。人員や業務的に余裕のある部署ならそれ

もできますが、もともとギリギリの状態で動いていたらしんどくなって

しまうので、休暇をとる側にとっても現場にとってもいい環境になる

フォローを、大学として考えていく必要があるかもしれませんね。

金子：自分の5年後くらいを想像すると、結婚して、子どもも欲しい時期

かと思うので、その頃には、もう少しフォロー体制が整っているとあり

がたい気がします。超短時間勤務を導入して、ほんの少しの時間でも仕

事を頼めるだけでも違うと思うし、単純作業なら、それこそAIに任せる

とか。やっぱり効率化を進めると、変わるのかもしれないですよね。

教員と事務職員は車の両輪 ――― 本音は？

―――― 神崎所長はいつも『先端研では昔から、教員と事務職員は車の

両輪』とおっしゃっていますが、事務の皆さんは、実際にはどう感じてい

ますか？

中井：その言葉を聞いたときは、素直にありがたいと思いました。神崎所

長は、普段から事務を大切に思ってくださっていることが伝わってきま

す。30周年関連のイベントでもそうですし、折に触れてその言葉をおっ

しゃってくださって、ありがたいです。

奥：“車の両輪”と言っていただいていることは、非常にありがたいと

思っています。でも、僕自身は、やはり先生方が主役ではないかと思いま

す。他の部局と比べて事務と研究室の距離がすごく近いことも実感して

いますし、いい関係が築けていて感謝していますが、車の両輪というの

は、神崎所長が事務のことを思ってくれているからであって、主役はあ

くまでも研究者、先生方でなければいけないのではないか、と。サポート

するために、自分たちがいるわけですから。

金子：大事にしていただいていることを感じるので、頑張ろうと好循環

が生まれている気がします。私は先生方とお会いする機会があまりない

ので、月に一度、全先端研関係者が交流できる「ハッピーアワー」が、唯一

お話しする機会かもしれない。

簗瀬：財務はお金が絡むから、あまり先生と仲良くしないほうがいいん

ですか？

奥：いやいや、そんなことない（笑）。きっとみんな、全ての先生と仲良く

したいと思っていますよ。

中井：業務の効率化で余裕ができたら、せっかく大学の研究所で働いて

いるので、先生方と接する時間を増やせるといいな、という気持ちもあ

ります。お忙しいので研究室訪問までは難しいかもしれませんが、何か

しら関わりたいという希望はあります。研究の様子を知ることで、何を

お手伝いすればいいかがわかるかもしれないし、余裕があれば、それを

実現できる。

奥：先端研は資金の7割以上が外部資金なので、外部資金を獲得してい

る先生は忙しいですよね。運営費交付金であれば書く必要のない報告書

も、外部資金を取れば書かなくちゃいけない。少なくとも、研究成果を書

くのは研究者でないと書けないですから、研究者の作業は明らかに増え

ています。さらに、先端研は教員も任期があって、特に非還流*4の先生

は、任期が終われば先端研を出ないといけない。事務作業や運営に関わ

る余裕はなく、ここで成果を出すことに集中したいと考えるのは、当た

り前だと思います。そういった先生方をサポートするために、僕ら事務

がいるのかなと。

中井：忙しい先生は、本当に忙しい。会議もあるし学生指導もある。分刻

みで動いている先生もいます。移動中でないとメールの返信ができない

とか。だから、煩雑な仕事、書類作成まで事務にやってほしいのではと思

います。実際には、秘書さんの存在が大きくて、とても助けられています

ね。こちらが必要な書類は、秘書さんが全て揃えて出してくれますか

ら。

5年後も、10年後も、たぶん必死

――――皆さんの仕事のこれからを、どのように考えていますか？

中井：大学は今、運営費交付金が減り、事務職員も減っています。一方

で、定型業務だけでなく新しい業務も次々と生まれていて、事務職員は

従来とは異なる領域への貢献を求められていると思います。

奥：法人化後は絶えず新しい組織を作り続けているようなものなので、

新たな部署や仕事ができると、そちらに人が取られて、従来の業務の人

員が減っている感覚があります。これまで上の人がフォローしながら

若手に任せてきた仕事も、上の人が自分でやってしまい、若手が仕事を

覚える機会が減っているという心配はあります。若手だった人が10年

後に初めてその仕事を担当する時には、上司の席に自分がいるわけで

すから、けっこう大変なのかなと。

中井：5年後、10年後、大学はどうなっているんだろう？ 10年前に私が

就職活動していた時は、法人化で活気が出て、職員が携わる仕事も変化

するだろうと注目されていました。入ってからはやりたいことに向

かって一途に走ってきたけれど、今は学内に更に新しい仕事が増えて、

選択肢も広がっている。今後、大学職員としてどんな仕事に携わってい

きたいか、まだ自分の希望を定めきれない…。

簗瀬：変化についていくのが精一杯な部分もあります。仕事量が増えた

のかな？ 体力が落ちたのかな？ もう、どんどん太っていきます。

一同：（笑）

金子：私は、この1年間先端研で働いて、やっと仕事を覚えてきたので、

ここを離れるのが不安でもあるし、おそらく次は全く違う部署に配属

されるので、それが楽しみでもあります。自分がどの方向に行くのか、

まだわからないですね。

奥：よく事務職員はゼネラリストかスペシャリストか、という話があり

ますが、運営的には、両方のタイプがうまく機能しないと厳しいと思い

ます。それぞれ担う役割があるので、どちらかではなく、どちらも必要

です。

中井：もう一つ、今回の座談会で感じたのは、一人ではアイデアが思い

つかなくても、こうやってみんなと話せば、何かが出てくるということ

ですね。

金子：たしかに。

奥：普段仕事の話をする時は、その時やってる仕事の話をしますし、歓

送迎会などでは、逆に仕事から離れた話をしますからね。

中井：無駄な時間のようでも、「自分のところは、こうやって仕事してる

よ」と話せたら、「こんなことがやりたいんです」と相談できる。みんな

がもっと余裕があって、給湯室で立ち話でもいいから話す時間があっ

たら、もっと何かが生まれてくるのかな、と。

奥：指定国立大学法人になったことで、またこれから、大学も事務職員

の仕事や役割も変わっていきますよね。

中井：そうですね。変わっていくという漠然とした中で、それに追いつ

いていかなければという、簗瀬さんと同じ不安と焦りも感じます。少な

くともさまざまなスキルを高めていかなければ取り残されるので、追

いつくことがやるべきことの一つだとは思います。東大全体で新しい

部署や仕事が生まれて、私たちはそこに異動する可能性もある。する

と、全く新しいことを一から学ばなければならない。きっと、5年後も

10年後も、必死でその場に適応できるように、もっと役立つことができ

るように、もがいているのかなと思います。

Yuichi Oku

Moriaki Yanase

Shiho Kaneko

Mayuko Nakai

『先端研では昔から、教員と事務職員は車の両輪』と、神崎亮平所長はい

つも話します。でも、私たちは事務職員のことをどれだけ知っているの

でしょうか。2017年度の先端研創立30周年記念事業では、「先端研の

未来論」をテーマに教員による対談や座談会を行いました。先端研運営

におけるもう一つの大切な車輪、事務職員が考える未来とは？
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できること、できる時間を、
生み出したい

先端研事務部が語る、もうひとつの「未来論」

金子 詩歩

財務企画チーム 一般職員

簗瀬 森明

企画調整チーム 係長

総務全体の管理・実務、教授総会

とりまとめなどを担当

運営費交付金、部局予算管理、

監査対応などを担当

文部科学省共済関連、

所内システム運用などを担当

各種伝票確認、受託研究受入、

部局決算などを担当

中井 麻祐子

企画調整チーム 主任

財務企画チーム 係長

奥 雄一

事務部座談会
AIは、事務の仕事を奪わない

―――― 「事務の未来論」と聞いて、何を思い浮かべましたか？

中井：窓口にAIを導入することです。東大の事務ではどこもやっていま

せんよね？ 窓口にポンと置いて「今日のご用はなんでしょう？」と対応

したり、愛嬌のあるロボットがホテルのように荷物の運び先を案内した

り、とか。

奥：先生の研究成果の公開としてもいいですね。

簗瀬：AIって、導入しても業務を教える必要がありますよね？人が足り

ないので、そこまで手が回るかどうか…

中井：でも、AIに教え込む中で業務を論理的に切り分けていくから、これ

まで担当者個人に依存していたやり方が、平準化されますよね？ 全学

的に同じような業務も結構あるので、それが汎用できると、かなり効率

的になるかと。

金子：近藤先生（近藤武夫 准教授）が「超短時間勤務モデル」*1でおっ

しゃっている“職務定義”のように、個々のタスクを明確化すれば、AIに

どの仕事をどれだけ任せるかも見えてきませんか？ 職務定義を一度す

るだけでも、業務の軽減や効率化がしやすくなって、変わる気がします。

中井：AIを導入したとしても、巷で聞くような“仕事を奪われる”感覚は、

まだ湧かないですよね。AIに教える人も必要だし、日々のルーティンを

任せられれば、それこそ、空いた時間で新たなことを生み出せる。AIと一

緒にやっていけたらいいですね。

簗瀬：「事務の未来」と聞いたとき、在宅勤務が思い浮かんだんですよね。

先端研でも、ある研究室では障害者の方が短時間だけ在宅で働いていま

す。事務部での障害者雇用も増えますし、それができたらいいかなぁ、

と。職務定義か…。

金子：私は、入職1年目ということもあってか、皆さんほど残業がない

し、ゆとりのある時期もあります。最近は、その時間にVBA*2を勉強し

ているんです。業務では単純作業も多くて、VBAでプログラムを組んで

任せたら、一瞬で終わるものもかなりあります。

奥：素晴らしい。

金子：この前、施設維持管理費に関する全学的な調査の回答資料を作っ

ていた時、それが細かくて大変な作業なので、簡単にできるプログラム

をVBAで組んだら、同じ部署の人に「他の部局でも同じ作業をするか

ら、全学で共有できればいいね」って言われて。最初は自分の仕事を効率

化したくて始めたVBAだったけど、最近は、組んだプログラムを共有し

て、皆さんに還元したいと考えるようになりました。

奥：その施設維持管理費プログラム、今年の業務改革総長賞*3に、ぜひ！

中井：出しましょう！私が他薦で出してもいいですし。たしか先端研の

事務って「業務改革総長賞」を過去に1～2回受賞していますよね。先端

研に異動が決まった時、自ら効率化を進めているという話を聞いて、改

革派が多いイメージを持っていました。

奥：実際に来てみたら？

中井：アットホームで締め付けられない空気が、自ら何かを生み出そう

という自由な雰囲気の組織をつくるのかな、と感じました。

スピーディ、時にラフすぎるオープンな運営

奥：組織づくりの話だと、先端研では意思決定機関である経営戦略会議

（通称：戦略）には、事務部から多くの人が陪席していますよね。係長級か

ら何名か入っているので、僕も陪席していますが、おそらくほとんどの

部局では、執行部の会議に入るのは事務長、副事務長クラスだと思いま

す。所の重要事項をバシバシ決めていく経営組織の中に入っていること

は、自分の場合には、所の運営面を手伝わせていただいているという意

識が生まれますね。

中井：30周年記念事業実行委員会でも、事務職員が先生方と同じ「委員」

という立場で参画できたので、一体感を感じられて楽しかったです。

奥：30周年所内イベントの「先端研オリンピック」も、実行委員会とは別

に委員会を立ち上げてましたよね。

金子：オリンピックは本当に楽しかったです。閉会式での結果発表で、先

生方も事務職員もみんな高校の体育祭みたいに盛り上がっていて、こん

な感覚を大人になってまた味わえるとは思わなかった（笑）

―――― むちゃ振りみたいなものはなかったんですか？

簗瀬：あ…

中井：オリンピックの閉会式で、神崎所長とオリンピック委員、先生方も

事務職員も総出で寸劇をやるという案があって。もし実現していたら、

むちゃ振りだったかと（笑）

金子：実際に通るかどうかは別として、気軽にチャレンジできそうな雰

囲気は、先生方にも事務職員にもありますよね。

簗瀬：たしかに。

金子：衝撃的だったのが、くまモンの話。くまモンを先端研の研究員にし

たらどうかというやりとりを記したメール画面が、戦略の会議資料の中

にポンと入っていて。重要な案件なのに、あのスピード感で、こんなにラ

フに決まるんだ、と（笑）。もちろん、私が知る前に検討されていたと思い

ますが、個人的には衝撃でした。

奥：谷内江先生（谷内江望 准教授）が30周年の対談企画『対話する、未来

論』の中で、「先端研の人たちは、自分の生き方を自分で切り開いていく

人たちが多くて、そういう生き方のほうが楽しいし、幸せだ」という話を

していて、すごくいいなぁと思ったんですよね。自分の考えていること

を通す、自分がこうあるべきだということに進んで、新しいことを切り

開いていくというのが、先端研っぽいというか。

中井：どんなことでも、まずは言ってみることができる雰囲気というか。

突飛なことでも、たぶん言えますよね。アイデアの時点で発言しても、受

け入れてもらえる。

現場のフォロー体制は、まだ発展途上

金子：私は新卒で、初めての職場が先端研です。仕事ってドライなものだ

と思っていたので、アットホームというか、働く人の距離が近いという

のが第一印象でした。やさしくて親切な人が多いですよね。しかも、神崎

所長がとってもフレンドリーで、初めての配属先がこんなにアットホー

ムだと、次の異動先が普通の雰囲気だったら、寂しくなっちゃうんじゃ

ないかと心配になるくらいです。

簗瀬：法人化前、僕が公務員だったときは、係長との距離があり、気軽に

話しかけられなかったですね。法人化後の係長は、管理も実務も仕事量

が圧倒的に多くて、偉い人ではなく現場の人です。常勤職員が減ってい

る分、非常勤職員が増えていて、常勤職員だけでは手が回らない分を非

常勤職員に助けられていますが、職務上、常勤にしかできないこともも

ちろんあって。その切り分けや割り振りが難しいと、日々感じます。

奥：たしかに、業務が多岐にわたるというか。僕が採用されたときは法人

化の3カ月前だったので、実質的には法人化前のことはわかりません

が、その時点でも東大本部の各部の数は5部か6部しかなかったけど、今

は10部以上ありますよね。

簗瀬：新しいことにどんどんチャレンジしている、という感じはありま

すね。

奥：先端研はチームワークもよく、いい人材に恵まれている気がします。

―――― 大学は、女性にとって働きやすい職場というイメージもあり

ます。

中井：他企業で働いたことがないので比較できませんが、同期が育休を

取ったり育休明けだったりと、仕事を続けている人が多いので、実際に

働きやすいと思います。ただ、現場のフォロー体制は、まだ発展途上とい

う気がします。

奥：産休や育休を取る時期って、おそらく仕事も覚えてバリバリやって

いる中堅職員が多いですよね。代理で入った人が休暇に入った人と同じ

くらい仕事ができればそれでいいですが、そうでないと、周りの人の手

助けが必要になると思います。人員や業務的に余裕のある部署ならそれ

もできますが、もともとギリギリの状態で動いていたらしんどくなって

しまうので、休暇をとる側にとっても現場にとってもいい環境になる

フォローを、大学として考えていく必要があるかもしれませんね。

金子：自分の5年後くらいを想像すると、結婚して、子どもも欲しい時期

かと思うので、その頃には、もう少しフォロー体制が整っているとあり

がたい気がします。超短時間勤務を導入して、ほんの少しの時間でも仕

事を頼めるだけでも違うと思うし、単純作業なら、それこそAIに任せる

とか。やっぱり効率化を進めると、変わるのかもしれないですよね。

教員と事務職員は車の両輪 ――― 本音は？

―――― 神崎所長はいつも『先端研では昔から、教員と事務職員は車の

両輪』とおっしゃっていますが、事務の皆さんは、実際にはどう感じてい

ますか？

中井：その言葉を聞いたときは、素直にありがたいと思いました。神崎所

長は、普段から事務を大切に思ってくださっていることが伝わってきま

す。30周年関連のイベントでもそうですし、折に触れてその言葉をおっ

しゃってくださって、ありがたいです。

奥：“車の両輪”と言っていただいていることは、非常にありがたいと

思っています。でも、僕自身は、やはり先生方が主役ではないかと思いま

す。他の部局と比べて事務と研究室の距離がすごく近いことも実感して

いますし、いい関係が築けていて感謝していますが、車の両輪というの

は、神崎所長が事務のことを思ってくれているからであって、主役はあ

くまでも研究者、先生方でなければいけないのではないか、と。サポート

するために、自分たちがいるわけですから。

金子：大事にしていただいていることを感じるので、頑張ろうと好循環

が生まれている気がします。私は先生方とお会いする機会があまりない

ので、月に一度、全先端研関係者が交流できる「ハッピーアワー」が、唯一

お話しする機会かもしれない。

簗瀬：財務はお金が絡むから、あまり先生と仲良くしないほうがいいん

ですか？

奥：いやいや、そんなことない（笑）。きっとみんな、全ての先生と仲良く

したいと思っていますよ。

中井：業務の効率化で余裕ができたら、せっかく大学の研究所で働いて

いるので、先生方と接する時間を増やせるといいな、という気持ちもあ

ります。お忙しいので研究室訪問までは難しいかもしれませんが、何か

しら関わりたいという希望はあります。研究の様子を知ることで、何を

お手伝いすればいいかがわかるかもしれないし、余裕があれば、それを

実現できる。

奥：先端研は資金の7割以上が外部資金なので、外部資金を獲得してい

る先生は忙しいですよね。運営費交付金であれば書く必要のない報告書

も、外部資金を取れば書かなくちゃいけない。少なくとも、研究成果を書

くのは研究者でないと書けないですから、研究者の作業は明らかに増え

ています。さらに、先端研は教員も任期があって、特に非還流*4の先生

は、任期が終われば先端研を出ないといけない。事務作業や運営に関わ

る余裕はなく、ここで成果を出すことに集中したいと考えるのは、当た

り前だと思います。そういった先生方をサポートするために、僕ら事務

がいるのかなと。

中井：忙しい先生は、本当に忙しい。会議もあるし学生指導もある。分刻

みで動いている先生もいます。移動中でないとメールの返信ができない

とか。だから、煩雑な仕事、書類作成まで事務にやってほしいのではと思

います。実際には、秘書さんの存在が大きくて、とても助けられています

ね。こちらが必要な書類は、秘書さんが全て揃えて出してくれますか

ら。

5年後も、10年後も、たぶん必死

――――皆さんの仕事のこれからを、どのように考えていますか？

中井：大学は今、運営費交付金が減り、事務職員も減っています。一方

で、定型業務だけでなく新しい業務も次々と生まれていて、事務職員は

従来とは異なる領域への貢献を求められていると思います。

奥：法人化後は絶えず新しい組織を作り続けているようなものなので、

新たな部署や仕事ができると、そちらに人が取られて、従来の業務の人

員が減っている感覚があります。これまで上の人がフォローしながら

若手に任せてきた仕事も、上の人が自分でやってしまい、若手が仕事を

覚える機会が減っているという心配はあります。若手だった人が10年

後に初めてその仕事を担当する時には、上司の席に自分がいるわけで

すから、けっこう大変なのかなと。

中井：5年後、10年後、大学はどうなっているんだろう？ 10年前に私が

就職活動していた時は、法人化で活気が出て、職員が携わる仕事も変化

するだろうと注目されていました。入ってからはやりたいことに向

かって一途に走ってきたけれど、今は学内に更に新しい仕事が増えて、

選択肢も広がっている。今後、大学職員としてどんな仕事に携わってい

きたいか、まだ自分の希望を定めきれない…。

簗瀬：変化についていくのが精一杯な部分もあります。仕事量が増えた

のかな？ 体力が落ちたのかな？ もう、どんどん太っていきます。

一同：（笑）

金子：私は、この1年間先端研で働いて、やっと仕事を覚えてきたので、

ここを離れるのが不安でもあるし、おそらく次は全く違う部署に配属

されるので、それが楽しみでもあります。自分がどの方向に行くのか、

まだわからないですね。

奥：よく事務職員はゼネラリストかスペシャリストか、という話があり

ますが、運営的には、両方のタイプがうまく機能しないと厳しいと思い

ます。それぞれ担う役割があるので、どちらかではなく、どちらも必要

です。

中井：もう一つ、今回の座談会で感じたのは、一人ではアイデアが思い

つかなくても、こうやってみんなと話せば、何かが出てくるということ

ですね。

金子：たしかに。

奥：普段仕事の話をする時は、その時やってる仕事の話をしますし、歓

送迎会などでは、逆に仕事から離れた話をしますからね。

中井：無駄な時間のようでも、「自分のところは、こうやって仕事してる

よ」と話せたら、「こんなことがやりたいんです」と相談できる。みんな

がもっと余裕があって、給湯室で立ち話でもいいから話す時間があっ

たら、もっと何かが生まれてくるのかな、と。

奥：指定国立大学法人になったことで、またこれから、大学も事務職員

の仕事や役割も変わっていきますよね。

中井：そうですね。変わっていくという漠然とした中で、それに追いつ

いていかなければという、簗瀬さんと同じ不安と焦りも感じます。少な

くともさまざまなスキルを高めていかなければ取り残されるので、追

いつくことがやるべきことの一つだとは思います。東大全体で新しい

部署や仕事が生まれて、私たちはそこに異動する可能性もある。する

と、全く新しいことを一から学ばなければならない。きっと、5年後も

10年後も、必死でその場に適応できるように、もっと役立つことができ

るように、もがいているのかなと思います。

Yuichi Oku

Moriaki Yanase

Shiho Kaneko

Mayuko Nakai

『先端研では昔から、教員と事務職員は車の両輪』と、神崎亮平所長はい

つも話します。でも、私たちは事務職員のことをどれだけ知っているの

でしょうか。2017年度の先端研創立30周年記念事業では、「先端研の

未来論」をテーマに教員による対談や座談会を行いました。先端研運営

におけるもう一つの大切な車輪、事務職員が考える未来とは？
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AIは、事務の仕事を奪わない

―――― 「事務の未来論」と聞いて、何を思い浮かべましたか？

中井：窓口にAIを導入することです。東大の事務ではどこもやっていま

せんよね？ 窓口にポンと置いて「今日のご用はなんでしょう？」と対応

したり、愛嬌のあるロボットがホテルのように荷物の運び先を案内した

り、とか。

奥：先生の研究成果の公開としてもいいですね。

簗瀬：AIって、導入しても業務を教える必要がありますよね？人が足り

ないので、そこまで手が回るかどうか…

中井：でも、AIに教え込む中で業務を論理的に切り分けていくから、これ

まで担当者個人に依存していたやり方が、平準化されますよね？ 全学

的に同じような業務も結構あるので、それが汎用できると、かなり効率

的になるかと。

金子：近藤先生（近藤武夫 准教授）が「超短時間勤務モデル」*1でおっ

しゃっている“職務定義”のように、個々のタスクを明確化すれば、AIに

どの仕事をどれだけ任せるかも見えてきませんか？ 職務定義を一度す

るだけでも、業務の軽減や効率化がしやすくなって、変わる気がします。

中井：AIを導入したとしても、巷で聞くような“仕事を奪われる”感覚は、

まだ湧かないですよね。AIに教える人も必要だし、日々のルーティンを

任せられれば、それこそ、空いた時間で新たなことを生み出せる。AIと一

緒にやっていけたらいいですね。

簗瀬：「事務の未来」と聞いたとき、在宅勤務が思い浮かんだんですよね。

先端研でも、ある研究室では障害者の方が短時間だけ在宅で働いていま

す。事務部での障害者雇用も増えますし、それができたらいいかなぁ、

と。職務定義か…。

金子：私は、入職1年目ということもあってか、皆さんほど残業がない

し、ゆとりのある時期もあります。最近は、その時間にVBA*2を勉強し

ているんです。業務では単純作業も多くて、VBAでプログラムを組んで

任せたら、一瞬で終わるものもかなりあります。

奥：素晴らしい。

金子：この前、施設維持管理費に関する全学的な調査の回答資料を作っ

ていた時、それが細かくて大変な作業なので、簡単にできるプログラム

をVBAで組んだら、同じ部署の人に「他の部局でも同じ作業をするか

ら、全学で共有できればいいね」って言われて。最初は自分の仕事を効率

化したくて始めたVBAだったけど、最近は、組んだプログラムを共有し

て、皆さんに還元したいと考えるようになりました。

奥：その施設維持管理費プログラム、今年の業務改革総長賞*3に、ぜひ！

中井：出しましょう！私が他薦で出してもいいですし。たしか先端研の

事務って「業務改革総長賞」を過去に1～2回受賞していますよね。先端

研に異動が決まった時、自ら効率化を進めているという話を聞いて、改

革派が多いイメージを持っていました。

奥：実際に来てみたら？

中井：アットホームで締め付けられない空気が、自ら何かを生み出そう

という自由な雰囲気の組織をつくるのかな、と感じました。

スピーディ、時にラフすぎるオープンな運営

奥：組織づくりの話だと、先端研では意思決定機関である経営戦略会議

（通称：戦略）には、事務部から多くの人が陪席していますよね。係長級か

ら何名か入っているので、僕も陪席していますが、おそらくほとんどの

部局では、執行部の会議に入るのは事務長、副事務長クラスだと思いま

す。所の重要事項をバシバシ決めていく経営組織の中に入っていること

は、自分の場合には、所の運営面を手伝わせていただいているという意

識が生まれますね。

中井：30周年記念事業実行委員会でも、事務職員が先生方と同じ「委員」

という立場で参画できたので、一体感を感じられて楽しかったです。

奥：30周年所内イベントの「先端研オリンピック」も、実行委員会とは別

に委員会を立ち上げてましたよね。

金子：オリンピックは本当に楽しかったです。閉会式での結果発表で、先

生方も事務職員もみんな高校の体育祭みたいに盛り上がっていて、こん

な感覚を大人になってまた味わえるとは思わなかった（笑）

―――― むちゃ振りみたいなものはなかったんですか？

簗瀬：あ…

中井：オリンピックの閉会式で、神崎所長とオリンピック委員、先生方も

事務職員も総出で寸劇をやるという案があって。もし実現していたら、

むちゃ振りだったかと（笑）

金子：実際に通るかどうかは別として、気軽にチャレンジできそうな雰

囲気は、先生方にも事務職員にもありますよね。

簗瀬：たしかに。

金子：衝撃的だったのが、くまモンの話。くまモンを先端研の研究員にし

たらどうかというやりとりを記したメール画面が、戦略の会議資料の中

にポンと入っていて。重要な案件なのに、あのスピード感で、こんなにラ

フに決まるんだ、と（笑）。もちろん、私が知る前に検討されていたと思い

ますが、個人的には衝撃でした。

奥：谷内江先生（谷内江望 准教授）が30周年の対談企画『対話する、未来

論』の中で、「先端研の人たちは、自分の生き方を自分で切り開いていく

人たちが多くて、そういう生き方のほうが楽しいし、幸せだ」という話を

していて、すごくいいなぁと思ったんですよね。自分の考えていること

を通す、自分がこうあるべきだということに進んで、新しいことを切り

開いていくというのが、先端研っぽいというか。

中井：どんなことでも、まずは言ってみることができる雰囲気というか。

突飛なことでも、たぶん言えますよね。アイデアの時点で発言しても、受

け入れてもらえる。

現場のフォロー体制は、まだ発展途上

金子：私は新卒で、初めての職場が先端研です。仕事ってドライなものだ

と思っていたので、アットホームというか、働く人の距離が近いという

のが第一印象でした。やさしくて親切な人が多いですよね。しかも、神崎

所長がとってもフレンドリーで、初めての配属先がこんなにアットホー

ムだと、次の異動先が普通の雰囲気だったら、寂しくなっちゃうんじゃ

ないかと心配になるくらいです。

簗瀬：法人化前、僕が公務員だったときは、係長との距離があり、気軽に

話しかけられなかったですね。法人化後の係長は、管理も実務も仕事量

が圧倒的に多くて、偉い人ではなく現場の人です。常勤職員が減ってい

る分、非常勤職員が増えていて、常勤職員だけでは手が回らない分を非

常勤職員に助けられていますが、職務上、常勤にしかできないこともも

ちろんあって。その切り分けや割り振りが難しいと、日々感じます。

奥：たしかに、業務が多岐にわたるというか。僕が採用されたときは法人

化の3カ月前だったので、実質的には法人化前のことはわかりません

が、その時点でも東大本部の各部の数は5部か6部しかなかったけど、今

は10部以上ありますよね。

簗瀬：新しいことにどんどんチャレンジしている、という感じはありま

すね。

奥：先端研はチームワークもよく、いい人材に恵まれている気がします。

―――― 大学は、女性にとって働きやすい職場というイメージもあり

ます。

中井：他企業で働いたことがないので比較できませんが、同期が育休を

取ったり育休明けだったりと、仕事を続けている人が多いので、実際に

働きやすいと思います。ただ、現場のフォロー体制は、まだ発展途上とい

う気がします。

奥：産休や育休を取る時期って、おそらく仕事も覚えてバリバリやって

いる中堅職員が多いですよね。代理で入った人が休暇に入った人と同じ

くらい仕事ができればそれでいいですが、そうでないと、周りの人の手

助けが必要になると思います。人員や業務的に余裕のある部署ならそれ

もできますが、もともとギリギリの状態で動いていたらしんどくなって

しまうので、休暇をとる側にとっても現場にとってもいい環境になる

フォローを、大学として考えていく必要があるかもしれませんね。

金子：自分の5年後くらいを想像すると、結婚して、子どもも欲しい時期

かと思うので、その頃には、もう少しフォロー体制が整っているとあり

がたい気がします。超短時間勤務を導入して、ほんの少しの時間でも仕

事を頼めるだけでも違うと思うし、単純作業なら、それこそAIに任せる

とか。やっぱり効率化を進めると、変わるのかもしれないですよね。

教員と事務職員は車の両輪 ――― 本音は？

―――― 神崎所長はいつも『先端研では昔から、教員と事務職員は車の

両輪』とおっしゃっていますが、事務の皆さんは、実際にはどう感じてい

ますか？

中井：その言葉を聞いたときは、素直にありがたいと思いました。神崎所

長は、普段から事務を大切に思ってくださっていることが伝わってきま

す。30周年関連のイベントでもそうですし、折に触れてその言葉をおっ

しゃってくださって、ありがたいです。

奥：“車の両輪”と言っていただいていることは、非常にありがたいと

思っています。でも、僕自身は、やはり先生方が主役ではないかと思いま

す。他の部局と比べて事務と研究室の距離がすごく近いことも実感して

いますし、いい関係が築けていて感謝していますが、車の両輪というの

は、神崎所長が事務のことを思ってくれているからであって、主役はあ

くまでも研究者、先生方でなければいけないのではないか、と。サポート

するために、自分たちがいるわけですから。

金子：大事にしていただいていることを感じるので、頑張ろうと好循環

が生まれている気がします。私は先生方とお会いする機会があまりない

ので、月に一度、全先端研関係者が交流できる「ハッピーアワー」が、唯一

お話しする機会かもしれない。

簗瀬：財務はお金が絡むから、あまり先生と仲良くしないほうがいいん

ですか？

奥：いやいや、そんなことない（笑）。きっとみんな、全ての先生と仲良く

したいと思っていますよ。

中井：業務の効率化で余裕ができたら、せっかく大学の研究所で働いて

いるので、先生方と接する時間を増やせるといいな、という気持ちもあ

ります。お忙しいので研究室訪問までは難しいかもしれませんが、何か

しら関わりたいという希望はあります。研究の様子を知ることで、何を

お手伝いすればいいかがわかるかもしれないし、余裕があれば、それを

実現できる。

奥：先端研は資金の7割以上が外部資金なので、外部資金を獲得してい

る先生は忙しいですよね。運営費交付金であれば書く必要のない報告書

も、外部資金を取れば書かなくちゃいけない。少なくとも、研究成果を書

くのは研究者でないと書けないですから、研究者の作業は明らかに増え

ています。さらに、先端研は教員も任期があって、特に非還流*4の先生

は、任期が終われば先端研を出ないといけない。事務作業や運営に関わ

る余裕はなく、ここで成果を出すことに集中したいと考えるのは、当た

り前だと思います。そういった先生方をサポートするために、僕ら事務

がいるのかなと。

中井：忙しい先生は、本当に忙しい。会議もあるし学生指導もある。分刻

みで動いている先生もいます。移動中でないとメールの返信ができない

とか。だから、煩雑な仕事、書類作成まで事務にやってほしいのではと思

います。実際には、秘書さんの存在が大きくて、とても助けられています

ね。こちらが必要な書類は、秘書さんが全て揃えて出してくれますか

ら。

5年後も、10年後も、たぶん必死

――――皆さんの仕事のこれからを、どのように考えていますか？

中井：大学は今、運営費交付金が減り、事務職員も減っています。一方

で、定型業務だけでなく新しい業務も次々と生まれていて、事務職員は

従来とは異なる領域への貢献を求められていると思います。

奥：法人化後は絶えず新しい組織を作り続けているようなものなので、

新たな部署や仕事ができると、そちらに人が取られて、従来の業務の人

員が減っている感覚があります。これまで上の人がフォローしながら

若手に任せてきた仕事も、上の人が自分でやってしまい、若手が仕事を

覚える機会が減っているという心配はあります。若手だった人が10年

後に初めてその仕事を担当する時には、上司の席に自分がいるわけで

すから、けっこう大変なのかなと。

中井：5年後、10年後、大学はどうなっているんだろう？ 10年前に私が

就職活動していた時は、法人化で活気が出て、職員が携わる仕事も変化

するだろうと注目されていました。入ってからはやりたいことに向

かって一途に走ってきたけれど、今は学内に更に新しい仕事が増えて、

選択肢も広がっている。今後、大学職員としてどんな仕事に携わってい

きたいか、まだ自分の希望を定めきれない…。

簗瀬：変化についていくのが精一杯な部分もあります。仕事量が増えた

のかな？ 体力が落ちたのかな？ もう、どんどん太っていきます。

一同：（笑）

金子：私は、この1年間先端研で働いて、やっと仕事を覚えてきたので、

ここを離れるのが不安でもあるし、おそらく次は全く違う部署に配属

されるので、それが楽しみでもあります。自分がどの方向に行くのか、

まだわからないですね。

奥：よく事務職員はゼネラリストかスペシャリストか、という話があり

ますが、運営的には、両方のタイプがうまく機能しないと厳しいと思い

ます。それぞれ担う役割があるので、どちらかではなく、どちらも必要

です。

中井：もう一つ、今回の座談会で感じたのは、一人ではアイデアが思い

つかなくても、こうやってみんなと話せば、何かが出てくるということ

ですね。

金子：たしかに。

奥：普段仕事の話をする時は、その時やってる仕事の話をしますし、歓

送迎会などでは、逆に仕事から離れた話をしますからね。

中井：無駄な時間のようでも、「自分のところは、こうやって仕事してる

よ」と話せたら、「こんなことがやりたいんです」と相談できる。みんな

がもっと余裕があって、給湯室で立ち話でもいいから話す時間があっ

たら、もっと何かが生まれてくるのかな、と。

奥：指定国立大学法人になったことで、またこれから、大学も事務職員

の仕事や役割も変わっていきますよね。

中井：そうですね。変わっていくという漠然とした中で、それに追いつ

いていかなければという、簗瀬さんと同じ不安と焦りも感じます。少な

くともさまざまなスキルを高めていかなければ取り残されるので、追

いつくことがやるべきことの一つだとは思います。東大全体で新しい

部署や仕事が生まれて、私たちはそこに異動する可能性もある。する

と、全く新しいことを一から学ばなければならない。きっと、5年後も

10年後も、必死でその場に適応できるように、もっと役立つことができ

るように、もがいているのかなと思います。

聞き手・構成：山田 東子（先端研 広報・情報室）

撮影：飯島 雄二

*1 超短時間勤務モデル：先端研 人間支援工学分野・近藤武夫准教授が提案する、最短で1日15

分の労働でも報酬を得られるような就業モデル。1つ1つの職務の要件を詳しく定義し、仕事を

切り出すのではなく「誰かが担ってくれると職場が助かる」というところから発想する。

*2 VBA（Visual Basic for Applications）：マイクロソフトが開発したプログラミング言語。

Microsoft Office上で行う複雑な処理の自動化などができるため、業務の効率化に役立つと言

われている。

*3 業務改革総長賞：毎年、応募された教職員による業務改革アイデアや各部署の業務改善事例

の中から優れた取り組みを表彰し、東大全学で展開して業務改革を推進する。先端研は平成19

年度に業務改革総長賞、平成20年度に業務改善プロジェクト推進本部長賞を受賞している。

*4 非還流：先端研の教員は基本的に10年の任期制。東大の別部局に所属しながら一定期間だけ

先端研に籍を置く「還流教員」以外は、非還流の教員になる。
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AIは、事務の仕事を奪わない

―――― 「事務の未来論」と聞いて、何を思い浮かべましたか？

中井：窓口にAIを導入することです。東大の事務ではどこもやっていま

せんよね？ 窓口にポンと置いて「今日のご用はなんでしょう？」と対応

したり、愛嬌のあるロボットがホテルのように荷物の運び先を案内した

り、とか。

奥：先生の研究成果の公開としてもいいですね。

簗瀬：AIって、導入しても業務を教える必要がありますよね？人が足り

ないので、そこまで手が回るかどうか…

中井：でも、AIに教え込む中で業務を論理的に切り分けていくから、これ

まで担当者個人に依存していたやり方が、平準化されますよね？ 全学

的に同じような業務も結構あるので、それが汎用できると、かなり効率

的になるかと。

金子：近藤先生（近藤武夫 准教授）が「超短時間勤務モデル」*1でおっ

しゃっている“職務定義”のように、個々のタスクを明確化すれば、AIに

どの仕事をどれだけ任せるかも見えてきませんか？ 職務定義を一度す

るだけでも、業務の軽減や効率化がしやすくなって、変わる気がします。

中井：AIを導入したとしても、巷で聞くような“仕事を奪われる”感覚は、

まだ湧かないですよね。AIに教える人も必要だし、日々のルーティンを

任せられれば、それこそ、空いた時間で新たなことを生み出せる。AIと一

緒にやっていけたらいいですね。

簗瀬：「事務の未来」と聞いたとき、在宅勤務が思い浮かんだんですよね。

先端研でも、ある研究室では障害者の方が短時間だけ在宅で働いていま

す。事務部での障害者雇用も増えますし、それができたらいいかなぁ、

と。職務定義か…。

金子：私は、入職1年目ということもあってか、皆さんほど残業がない

し、ゆとりのある時期もあります。最近は、その時間にVBA*2を勉強し

ているんです。業務では単純作業も多くて、VBAでプログラムを組んで

任せたら、一瞬で終わるものもかなりあります。

奥：素晴らしい。

金子：この前、施設維持管理費に関する全学的な調査の回答資料を作っ

ていた時、それが細かくて大変な作業なので、簡単にできるプログラム

をVBAで組んだら、同じ部署の人に「他の部局でも同じ作業をするか

ら、全学で共有できればいいね」って言われて。最初は自分の仕事を効率

化したくて始めたVBAだったけど、最近は、組んだプログラムを共有し

て、皆さんに還元したいと考えるようになりました。

奥：その施設維持管理費プログラム、今年の業務改革総長賞*3に、ぜひ！

中井：出しましょう！私が他薦で出してもいいですし。たしか先端研の

事務って「業務改革総長賞」を過去に1～2回受賞していますよね。先端

研に異動が決まった時、自ら効率化を進めているという話を聞いて、改

革派が多いイメージを持っていました。

奥：実際に来てみたら？

中井：アットホームで締め付けられない空気が、自ら何かを生み出そう

という自由な雰囲気の組織をつくるのかな、と感じました。

スピーディ、時にラフすぎるオープンな運営

奥：組織づくりの話だと、先端研では意思決定機関である経営戦略会議

（通称：戦略）には、事務部から多くの人が陪席していますよね。係長級か

ら何名か入っているので、僕も陪席していますが、おそらくほとんどの

部局では、執行部の会議に入るのは事務長、副事務長クラスだと思いま

す。所の重要事項をバシバシ決めていく経営組織の中に入っていること

は、自分の場合には、所の運営面を手伝わせていただいているという意

識が生まれますね。

中井：30周年記念事業実行委員会でも、事務職員が先生方と同じ「委員」

という立場で参画できたので、一体感を感じられて楽しかったです。

奥：30周年所内イベントの「先端研オリンピック」も、実行委員会とは別

に委員会を立ち上げてましたよね。

金子：オリンピックは本当に楽しかったです。閉会式での結果発表で、先

生方も事務職員もみんな高校の体育祭みたいに盛り上がっていて、こん

な感覚を大人になってまた味わえるとは思わなかった（笑）

―――― むちゃ振りみたいなものはなかったんですか？

簗瀬：あ…

中井：オリンピックの閉会式で、神崎所長とオリンピック委員、先生方も

事務職員も総出で寸劇をやるという案があって。もし実現していたら、

むちゃ振りだったかと（笑）

金子：実際に通るかどうかは別として、気軽にチャレンジできそうな雰

囲気は、先生方にも事務職員にもありますよね。

簗瀬：たしかに。

金子：衝撃的だったのが、くまモンの話。くまモンを先端研の研究員にし

たらどうかというやりとりを記したメール画面が、戦略の会議資料の中

にポンと入っていて。重要な案件なのに、あのスピード感で、こんなにラ

フに決まるんだ、と（笑）。もちろん、私が知る前に検討されていたと思い

ますが、個人的には衝撃でした。

奥：谷内江先生（谷内江望 准教授）が30周年の対談企画『対話する、未来

論』の中で、「先端研の人たちは、自分の生き方を自分で切り開いていく

人たちが多くて、そういう生き方のほうが楽しいし、幸せだ」という話を

していて、すごくいいなぁと思ったんですよね。自分の考えていること

を通す、自分がこうあるべきだということに進んで、新しいことを切り

開いていくというのが、先端研っぽいというか。

中井：どんなことでも、まずは言ってみることができる雰囲気というか。

突飛なことでも、たぶん言えますよね。アイデアの時点で発言しても、受

け入れてもらえる。

現場のフォロー体制は、まだ発展途上

金子：私は新卒で、初めての職場が先端研です。仕事ってドライなものだ

と思っていたので、アットホームというか、働く人の距離が近いという

のが第一印象でした。やさしくて親切な人が多いですよね。しかも、神崎

所長がとってもフレンドリーで、初めての配属先がこんなにアットホー

ムだと、次の異動先が普通の雰囲気だったら、寂しくなっちゃうんじゃ

ないかと心配になるくらいです。

簗瀬：法人化前、僕が公務員だったときは、係長との距離があり、気軽に

話しかけられなかったですね。法人化後の係長は、管理も実務も仕事量

が圧倒的に多くて、偉い人ではなく現場の人です。常勤職員が減ってい

る分、非常勤職員が増えていて、常勤職員だけでは手が回らない分を非

常勤職員に助けられていますが、職務上、常勤にしかできないこともも

ちろんあって。その切り分けや割り振りが難しいと、日々感じます。

奥：たしかに、業務が多岐にわたるというか。僕が採用されたときは法人

化の3カ月前だったので、実質的には法人化前のことはわかりません

が、その時点でも東大本部の各部の数は5部か6部しかなかったけど、今

は10部以上ありますよね。

簗瀬：新しいことにどんどんチャレンジしている、という感じはありま

すね。

奥：先端研はチームワークもよく、いい人材に恵まれている気がします。

―――― 大学は、女性にとって働きやすい職場というイメージもあり

ます。

中井：他企業で働いたことがないので比較できませんが、同期が育休を

取ったり育休明けだったりと、仕事を続けている人が多いので、実際に

働きやすいと思います。ただ、現場のフォロー体制は、まだ発展途上とい

う気がします。

奥：産休や育休を取る時期って、おそらく仕事も覚えてバリバリやって

いる中堅職員が多いですよね。代理で入った人が休暇に入った人と同じ

くらい仕事ができればそれでいいですが、そうでないと、周りの人の手

助けが必要になると思います。人員や業務的に余裕のある部署ならそれ

もできますが、もともとギリギリの状態で動いていたらしんどくなって

しまうので、休暇をとる側にとっても現場にとってもいい環境になる

フォローを、大学として考えていく必要があるかもしれませんね。

金子：自分の5年後くらいを想像すると、結婚して、子どもも欲しい時期

かと思うので、その頃には、もう少しフォロー体制が整っているとあり

がたい気がします。超短時間勤務を導入して、ほんの少しの時間でも仕

事を頼めるだけでも違うと思うし、単純作業なら、それこそAIに任せる

とか。やっぱり効率化を進めると、変わるのかもしれないですよね。

教員と事務職員は車の両輪 ――― 本音は？

―――― 神崎所長はいつも『先端研では昔から、教員と事務職員は車の

両輪』とおっしゃっていますが、事務の皆さんは、実際にはどう感じてい

ますか？

中井：その言葉を聞いたときは、素直にありがたいと思いました。神崎所

長は、普段から事務を大切に思ってくださっていることが伝わってきま

す。30周年関連のイベントでもそうですし、折に触れてその言葉をおっ

しゃってくださって、ありがたいです。

奥：“車の両輪”と言っていただいていることは、非常にありがたいと

思っています。でも、僕自身は、やはり先生方が主役ではないかと思いま

す。他の部局と比べて事務と研究室の距離がすごく近いことも実感して

いますし、いい関係が築けていて感謝していますが、車の両輪というの

は、神崎所長が事務のことを思ってくれているからであって、主役はあ

くまでも研究者、先生方でなければいけないのではないか、と。サポート

するために、自分たちがいるわけですから。

金子：大事にしていただいていることを感じるので、頑張ろうと好循環

が生まれている気がします。私は先生方とお会いする機会があまりない

ので、月に一度、全先端研関係者が交流できる「ハッピーアワー」が、唯一

お話しする機会かもしれない。

簗瀬：財務はお金が絡むから、あまり先生と仲良くしないほうがいいん

ですか？

奥：いやいや、そんなことない（笑）。きっとみんな、全ての先生と仲良く

したいと思っていますよ。

中井：業務の効率化で余裕ができたら、せっかく大学の研究所で働いて

いるので、先生方と接する時間を増やせるといいな、という気持ちもあ

ります。お忙しいので研究室訪問までは難しいかもしれませんが、何か

しら関わりたいという希望はあります。研究の様子を知ることで、何を

お手伝いすればいいかがわかるかもしれないし、余裕があれば、それを

実現できる。

奥：先端研は資金の7割以上が外部資金なので、外部資金を獲得してい

る先生は忙しいですよね。運営費交付金であれば書く必要のない報告書

も、外部資金を取れば書かなくちゃいけない。少なくとも、研究成果を書

くのは研究者でないと書けないですから、研究者の作業は明らかに増え

ています。さらに、先端研は教員も任期があって、特に非還流*4の先生

は、任期が終われば先端研を出ないといけない。事務作業や運営に関わ

る余裕はなく、ここで成果を出すことに集中したいと考えるのは、当た

り前だと思います。そういった先生方をサポートするために、僕ら事務

がいるのかなと。

中井：忙しい先生は、本当に忙しい。会議もあるし学生指導もある。分刻

みで動いている先生もいます。移動中でないとメールの返信ができない

とか。だから、煩雑な仕事、書類作成まで事務にやってほしいのではと思

います。実際には、秘書さんの存在が大きくて、とても助けられています

ね。こちらが必要な書類は、秘書さんが全て揃えて出してくれますか

ら。

5年後も、10年後も、たぶん必死

――――皆さんの仕事のこれからを、どのように考えていますか？

中井：大学は今、運営費交付金が減り、事務職員も減っています。一方

で、定型業務だけでなく新しい業務も次々と生まれていて、事務職員は

従来とは異なる領域への貢献を求められていると思います。

奥：法人化後は絶えず新しい組織を作り続けているようなものなので、

新たな部署や仕事ができると、そちらに人が取られて、従来の業務の人

員が減っている感覚があります。これまで上の人がフォローしながら

若手に任せてきた仕事も、上の人が自分でやってしまい、若手が仕事を

覚える機会が減っているという心配はあります。若手だった人が10年

後に初めてその仕事を担当する時には、上司の席に自分がいるわけで

すから、けっこう大変なのかなと。

中井：5年後、10年後、大学はどうなっているんだろう？ 10年前に私が

就職活動していた時は、法人化で活気が出て、職員が携わる仕事も変化

するだろうと注目されていました。入ってからはやりたいことに向

かって一途に走ってきたけれど、今は学内に更に新しい仕事が増えて、

選択肢も広がっている。今後、大学職員としてどんな仕事に携わってい

きたいか、まだ自分の希望を定めきれない…。

簗瀬：変化についていくのが精一杯な部分もあります。仕事量が増えた

のかな？ 体力が落ちたのかな？ もう、どんどん太っていきます。

一同：（笑）

金子：私は、この1年間先端研で働いて、やっと仕事を覚えてきたので、

ここを離れるのが不安でもあるし、おそらく次は全く違う部署に配属

されるので、それが楽しみでもあります。自分がどの方向に行くのか、

まだわからないですね。

奥：よく事務職員はゼネラリストかスペシャリストか、という話があり

ますが、運営的には、両方のタイプがうまく機能しないと厳しいと思い

ます。それぞれ担う役割があるので、どちらかではなく、どちらも必要

です。

中井：もう一つ、今回の座談会で感じたのは、一人ではアイデアが思い

つかなくても、こうやってみんなと話せば、何かが出てくるということ

ですね。

金子：たしかに。

奥：普段仕事の話をする時は、その時やってる仕事の話をしますし、歓

送迎会などでは、逆に仕事から離れた話をしますからね。

中井：無駄な時間のようでも、「自分のところは、こうやって仕事してる

よ」と話せたら、「こんなことがやりたいんです」と相談できる。みんな

がもっと余裕があって、給湯室で立ち話でもいいから話す時間があっ

たら、もっと何かが生まれてくるのかな、と。

奥：指定国立大学法人になったことで、またこれから、大学も事務職員

の仕事や役割も変わっていきますよね。

中井：そうですね。変わっていくという漠然とした中で、それに追いつ

いていかなければという、簗瀬さんと同じ不安と焦りも感じます。少な

くともさまざまなスキルを高めていかなければ取り残されるので、追

いつくことがやるべきことの一つだとは思います。東大全体で新しい

部署や仕事が生まれて、私たちはそこに異動する可能性もある。する

と、全く新しいことを一から学ばなければならない。きっと、5年後も

10年後も、必死でその場に適応できるように、もっと役立つことができ

るように、もがいているのかなと思います。

聞き手・構成：山田 東子（先端研 広報・情報室）

撮影：飯島 雄二

*1 超短時間勤務モデル：先端研 人間支援工学分野・近藤武夫准教授が提案する、最短で1日15

分の労働でも報酬を得られるような就業モデル。1つ1つの職務の要件を詳しく定義し、仕事を

切り出すのではなく「誰かが担ってくれると職場が助かる」というところから発想する。

*2 VBA（Visual Basic for Applications）：マイクロソフトが開発したプログラミング言語。

Microsoft Office上で行う複雑な処理の自動化などができるため、業務の効率化に役立つと言

われている。

*3 業務改革総長賞：毎年、応募された教職員による業務改革アイデアや各部署の業務改善事例

の中から優れた取り組みを表彰し、東大全学で展開して業務改革を推進する。先端研は平成19

年度に業務改革総長賞、平成20年度に業務改善プロジェクト推進本部長賞を受賞している。

*4 非還流：先端研の教員は基本的に10年の任期制。東大の別部局に所属しながら一定期間だけ

先端研に籍を置く「還流教員」以外は、非還流の教員になる。
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太陽光発電を止めてくれ？

　2018年10月13日・14日の2日間、九州電力は、太陽光発電を

ストップさせる“出力抑制”を行った。これは、離島を除くと国内

初のケースである。九州電力管内では、太陽光発電の設備容量が、

最大電力需要から原子力発電（つねに一定出力で運転される）の

容量を引いた値の69%に達しており、電力需要が下がる一方で

日射が比較的良い秋口に電力の需給調整が困難になることが懸

念されていた。「国内の太陽光発電施設が増えて、使いこなすこと

に困っているのは事実です」と話す杉山正和教授。

　電力会社は、時間を追って変動する電力需要に供給量を合わせ

ながら電力を送っているため、需給のバランスが崩れると電力設

備がダメージを受けるのを防ぐために停電する。バランスを調整

する場合、原発や火力などの大規模な設備は、急に止められない

だけでなく、一度止めると再稼働まで時間がかかり、簡単に電源
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日本で無理なら、輸入すればいい

RCAST NEWS

　杉山教授が描いた構想は「再生可能エネルギーからできた燃料

の輸入」だ。「私の研究室では、“集光型多接合太陽電池”を開発し

ています。現在主流のシリコン系太陽電池は、設置した方向で受

ける太陽光しか集められませんが、集光型多接合太陽電池は、パ

ネル部分の集光面が、朝から晩まで太陽を追いかけて動くため、

日中を通してかなりフラットに発電できます。また、異なる性質

の光を吸収できるよう複数の半導体素材を組み合わせた構造＝

多接合なので、シリコン1種類の場合より太陽光のエネルギー損

失を少なくできます」。

　しかし、日本では設置できる場所が少ないのでは？ 「そうなん
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先端研探検団Ⅱ エネルギーシステム分野 杉山研究室

オーストラリアと一緒に、
CO2フリー水素の社会をつくる

資源エネルギー庁のデータ*1によると、2016年の日本のエネルギー自給率は8.3%、そのうち、石油、
石炭などの化石燃料への依存度は89％。東日本大震災以降、課題が山積する日本のエネルギーシス
テムを変えようと、弾丸出張で奔走する杉山正和教授。杉山教授の熱い構想を伺いました。

6

を落とせない。そこで、太陽光や風力などが優先的に“出力抑制”

される。「昼間しか発電せず、かつ不安定な太陽光の割合が増える

ほど、需給の調整が難しくなります。実は、日本は国内の再生可能

エネルギーだけでは自立できないと、私は思っています」。

　杉山教授は言う。「国土のうちで利用可能な面積と太陽の日射

量を考えると、日本全土での太陽光発電量は日本の電力需要を十

分には賄えない。さらに、不安定な太陽光発電の割合が増えれば、

電力系統の制御が難しい。リチウムイオン蓄電池に余剰な電力を

貯めるにしても、電気自動車用だけでなく家庭や企業で大量に使

えば、リチウム不足などの問題から供給が不足するという懸念も

あります」。

　日本はパリ協定*2に批准し、2050年までに2013年度比80%

のCO2排出量削減を目標としている。「環境省のシナリオ*3では、

2050年に太陽光発電で約250GW（ギガワット）*4。1GWがおよ

そ原発1基分の発電容量ですから、結構な量ですよね。現在、日本

▲モロッコに設置された集光型多接合太陽電池（写真提供：住友電工）

▲2050年に温暖化ガス排出を80%削減するためのシナリオ*5

「最初は研究者としての自信が持てなくて」と話す杉山教授。

「研究は楽しくても、自分は世紀の大発明タイプじゃないの

で」。原子をきれいに並べるのが大好きで、化合物半導体の結

晶成長を研究していたところ、太陽電池のプロジェクトに誘

われた。「太陽電池を研究する時、貯蔵と輸送ができないと意

味がないと思っていました。研究した先のシナリオがないと

研究の意義が見出しにくいというのが高じて、ここに至りま

した。今は、全体を見渡して方向を見つけるタイプもあると

吹っ切れましたね」。吹っ切れた後の勢い、すごいです！

研究者の横顔

集光型多接合太陽電池とは？

の最大電力需要は約160GWで、これから稼働する分も含めた太

陽光発電は約70～80GW。近いうちに太陽光発電の設備容量（発

電能力）は最大電力需要の約半分に達するものの、太陽光発電は

日が照らなければ発電しないし、すでに出力抑制の問題が出てい

る。環境省のシナリオでは、現エネルギー供給の4割削減という

徹底的な省エネを掲げていますが、国民が省エネして6割のエネ

ルギー消費に抑えたとしても、再生可能エネルギー以外は化石燃

料に頼らざるを得ない。すると、排出されるCO2を国内で地中に

埋設しない限り、パリ協定の目標は達成できなくなりますよね」。

　杉山教授は、厳しい省エネで人々の生活を後退させるより、科

学技術の力で生活を豊かにできる、新たなモデルを作りたいのだ

という。「再生可能エネルギーに舵を切っていかなければならな

い今、脱化石燃料で本来のエコシステムを実現する技術は何か。

その開発が、私たち科学者に課された非常に大きなチャレンジだ

と思います」。

2000年東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻博士課程修了。
博士（工学）。
東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻教授等を経て、2017年4月より
現職。2000年化学工学会奨励賞、2004年日本燃焼学会論文賞、2017年東京
大学大学院工学系研究科長表彰（研究部門）などを受賞。

杉山 正和 教授 Masakazu Sugiyama

シリコン系太陽電池

太陽光を集める仕組み

設置した一方向からの受光なので、光が最適
角度で当たる時間帯が限られる
シリコンだけで電力に変換するので、ムダに
なる光のエネルギーが多い

虫眼鏡の原理で、
集光レンズが太陽光を
超高効率太陽電池に集める

集光型多接合太陽電池
太陽の動きを追いかけて集光パネルが動き、長時間集光
できる
吸収できる波長が異なる3種類の半導体で構成されてい
るため、ムダなく光のエネルギーを電力に変換できる

集光用レンズ

1円玉より小さい
超高効率太陽電池

2050年に
温暖化ガス排出を
80%削減
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太陽光発電を止めてくれ？

　2018年10月13日・14日の2日間、九州電力は、太陽光発電を

ストップさせる“出力抑制”を行った。これは、離島を除くと国内

初のケースである。九州電力管内では、太陽光発電の設備容量が、

最大電力需要から原子力発電（つねに一定出力で運転される）の

容量を引いた値の69%に達しており、電力需要が下がる一方で

日射が比較的良い秋口に電力の需給調整が困難になることが懸

念されていた。「国内の太陽光発電施設が増えて、使いこなすこと

に困っているのは事実です」と話す杉山正和教授。

　電力会社は、時間を追って変動する電力需要に供給量を合わせ

ながら電力を送っているため、需給のバランスが崩れると電力設

備がダメージを受けるのを防ぐために停電する。バランスを調整

する場合、原発や火力などの大規模な設備は、急に止められない

だけでなく、一度止めると再稼働まで時間がかかり、簡単に電源

File
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日本で無理なら、輸入すればいい
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　杉山教授が描いた構想は「再生可能エネルギーからできた燃料

の輸入」だ。「私の研究室では、“集光型多接合太陽電池”を開発し

ています。現在主流のシリコン系太陽電池は、設置した方向で受

ける太陽光しか集められませんが、集光型多接合太陽電池は、パ

ネル部分の集光面が、朝から晩まで太陽を追いかけて動くため、

日中を通してかなりフラットに発電できます。また、異なる性質

の光を吸収できるよう複数の半導体素材を組み合わせた構造＝

多接合なので、シリコン1種類の場合より太陽光のエネルギー損

失を少なくできます」。

　しかし、日本では設置できる場所が少ないのでは？ 「そうなん
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先端研探検団Ⅱ エネルギーシステム分野 杉山研究室

オーストラリアと一緒に、
CO2フリー水素の社会をつくる

資源エネルギー庁のデータ*1によると、2016年の日本のエネルギー自給率は8.3%、そのうち、石油、
石炭などの化石燃料への依存度は89％。東日本大震災以降、課題が山積する日本のエネルギーシス
テムを変えようと、弾丸出張で奔走する杉山正和教授。杉山教授の熱い構想を伺いました。

6

を落とせない。そこで、太陽光や風力などが優先的に“出力抑制”

される。「昼間しか発電せず、かつ不安定な太陽光の割合が増える

ほど、需給の調整が難しくなります。実は、日本は国内の再生可能

エネルギーだけでは自立できないと、私は思っています」。

　杉山教授は言う。「国土のうちで利用可能な面積と太陽の日射

量を考えると、日本全土での太陽光発電量は日本の電力需要を十

分には賄えない。さらに、不安定な太陽光発電の割合が増えれば、

電力系統の制御が難しい。リチウムイオン蓄電池に余剰な電力を

貯めるにしても、電気自動車用だけでなく家庭や企業で大量に使

えば、リチウム不足などの問題から供給が不足するという懸念も

あります」。

　日本はパリ協定*2に批准し、2050年までに2013年度比80%

のCO2排出量削減を目標としている。「環境省のシナリオ*3では、

2050年に太陽光発電で約250GW（ギガワット）*4。1GWがおよ

そ原発1基分の発電容量ですから、結構な量ですよね。現在、日本

▲モロッコに設置された集光型多接合太陽電池（写真提供：住友電工）

▲2050年に温暖化ガス排出を80%削減するためのシナリオ*5

「最初は研究者としての自信が持てなくて」と話す杉山教授。

「研究は楽しくても、自分は世紀の大発明タイプじゃないの

で」。原子をきれいに並べるのが大好きで、化合物半導体の結

晶成長を研究していたところ、太陽電池のプロジェクトに誘

われた。「太陽電池を研究する時、貯蔵と輸送ができないと意

味がないと思っていました。研究した先のシナリオがないと

研究の意義が見出しにくいというのが高じて、ここに至りま

した。今は、全体を見渡して方向を見つけるタイプもあると

吹っ切れましたね」。吹っ切れた後の勢い、すごいです！

研究者の横顔

集光型多接合太陽電池とは？

の最大電力需要は約160GWで、これから稼働する分も含めた太

陽光発電は約70～80GW。近いうちに太陽光発電の設備容量（発

電能力）は最大電力需要の約半分に達するものの、太陽光発電は

日が照らなければ発電しないし、すでに出力抑制の問題が出てい

る。環境省のシナリオでは、現エネルギー供給の4割削減という

徹底的な省エネを掲げていますが、国民が省エネして6割のエネ

ルギー消費に抑えたとしても、再生可能エネルギー以外は化石燃

料に頼らざるを得ない。すると、排出されるCO2を国内で地中に

埋設しない限り、パリ協定の目標は達成できなくなりますよね」。

　杉山教授は、厳しい省エネで人々の生活を後退させるより、科

学技術の力で生活を豊かにできる、新たなモデルを作りたいのだ
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　日本がエネルギー需要を賄うためには、残念ながら燃料を輸入

するしかない、と話す杉山教授。そのためには輸入源を多様化す

ることが重要だという。

「オーストラリアの石炭や天然ガスは、日本が30～50年くらい

かけて現地と協力して開発しました。エネルギー開発には、時間

がかかります。今、2050年に水素が欲しいと思うなら、もう動か

ないと絶対に間に合いません」

　杉山教授が最も主張するのは、究極的には再生可能エネルギー

で回る社会にしたいということだ。「例えば、電気自動車の数が増

えたとき、その電力の発電源はどこか、ということです。現状の電

力系統制御の問題を考えれば、増えた分をすべて再生可能電力で

賄うのは難しく、化石燃料も使わざるを得ない。現段階では、電気

自動車は省エネ技術ですが、脱炭素技術ではありません。一方で、

水素燃料電池自動車はどうか。今使っている水素は、副生水素と

今は「水素社会」のベースづくり

▲2018年5月には、クイーンズランド州パラシェ首相（左から2番目）が先端研を来訪

そこが知りたい！ 再生可能エネルギーを水素として輸入する『杉山プラン』

太陽が照りつける外国で発電し、水素に変換して輸入すればいい！

2050年の「再生可能水素社会」に向けて、
今はさまざまな技術開発と連携を！

なぜ、水素エネルギーを輸入？

「2050年に水素社会をつくるためは、今から始めないと間に合わない！」と話す杉山教授のシナリオ『杉山プラン（勝手に命名）』。

なぜ輸入するのか、どのような仕組みなのか、わかりやすく解説します。

太陽が照りつける
海外の高照度地域

大陸間の水素輸送

オーストラリア、アリゾナ、
南米、南欧など 日本

電気のままでは運べなくても
水素にすれば運べる！

電力需要にぴったり合わせて
発電しなければいけない

太陽光発電は天気と時間に
左右されて不安定

原発や火力発電などは
簡単に出力を落とせない

日本ではまもなく
70～80GWが太陽光発電

太陽光電力を蓄電する大容量バッテリーは
高価かつ不足気味

資源が少ない
大規模エネルギー消費地

ですよ。しかも、この太陽電池の最大の欠点は、雲の隙間から分散

して射すような弱い光だと、集光できない。つまり、曇りの日はダ

メです。でも、アリゾナやオーストラリアなど、ガンガンに太陽が

照りつける場所なら、非常にいい仕事をします。それなら、オース

トラリアなどの適地で発電し、日本でその電気を使えるようにす

ればいい。電気のままでは日本まで運べないですから、化学物質

に変換するんです。水素です」。

　集光型多接合太陽電池で集めた電力を水素に変換し、日本へ輸

出。日本で水素エネルギーとして使う。連携国は、日射量が多いサ

ンベルト地帯に位置する国々。「特にオーストラリアは、石炭やガ

スなど天然資源が豊富ですが産業が少ない国なので、この方法な

ら、現地に太陽電池や水素製造設備の産業も生まれます。どの州

もすごく前向きで、オーストラリアのファンドエージェンシーで

は、日本に再生可能水素を輸出するための助成金も作ったほどで

す」。杉山教授は、クイーンズランド工科大学と一緒にこの助成金

に応募し、採択された。

　「実現するには、まず、太陽電池が効率よく発電しないといけな

いですよね。そして、電力から水素への電気分解装置のコストと

変換効率。コストは需要に依存するのでまず変換効率だけで考え

ると、我々が2015年に宮崎県で行った実験では、太陽光エネル

ギーの24.4％を水素として貯蔵することに成功しました。これ

は世界最高の変換効率で、まだ破られていません」。現在は変換シ

ステムを自動化し、日中ほぼ継続して変換効率20%を達成して

いるという。「水素をどう運ぶかというと、1つは液体にする。も

う1つは、化学物質に水素をくっつける。3つめは、アンモニアを

水素の運び屋として使う。これを“水素キャリア三兄弟”と勝手に

呼んでいます（笑）。輸送技術については、現在、その分野の専門家

が議論している段階です」。

太陽光を入れた電力マネジメントは難しい！

いう石油精製過程での副産物です。余り物なのでエコですが、水

素自動車が普及したらどうするのか。足りなくなる水素を化石燃

料の分解で作ったらどうなるか？水素自体は燃やしてもCO2は

出ませんが、作る過程で出てしまう。研究者は、入口と出口を考え

ないといけない。そこまで考えて世の中を引っ張っていくのが、

アカデミアの存在価値だと思っています」。杉山教授は、単にCO2

を発しないだけでなく、再生可能エネルギーから生まれる水素を

「再生可能水素」と名付けている。

　一方で、現在の社会の動きは間違っていないとも言う。「2050

年を水素社会にするためには、水素を使う人を増やすことは正し

い。まずは、水素社会に向けた技術開発が、今です。水素が輸入さ

れても、使える社会になっていないと意味がありませんから」。 

　杉山教授は、自らの構想を展開すべく、社会連携研究部門を立

ち上げる。メーカーはもちろん、シンクタンクや商社とも連携し

たいと話す。「水素社会に向けて世の中を動かすためには、経済試

算から現地での水素製造設備建設まで、やることは多岐にわたり

ます。まずは、“日本のエネルギーマネジメント技術はすごい”と

認識してもらうこと。オーストラリアの人に再生可能エネルギー

を使ってもらうことが第一で、輸出基地になるのは、その次です。

オーストラリアは今でも欧米諸国の草刈り場になりやすいです

から、商社も早目に進出して、現地と関係を築いたほうがいいで

しょう」。各国の政府要人とのつながりが強い杉山教授。実は日本

国内よりオーストラリアでの知名度が高いのだと笑う。「日本政

府の後押しまでは至っていないので、小粒でもピリリと効いた活

動を続けて、追い風が吹くように頑張りましょう、とオーストラ

リア連邦や州政府とも話しています」。

　「社会連携研究部門は1つの起爆剤」だと杉山教授は言う。「と

にかく、学生さんや若手の力が欲しい。この構想は、既存の領域を

超えています。経済的な視点や技術経営系の人など、多様な人た

ちが必要なんです」。挑戦は始まったばかりだ。

*1 出典：資源エネルギー庁「日本のエネルギー」2017年度版
*2 パリ協定：2020年度以降の地球温暖化対策の国際ルール。2015年12月にパリで開催さ
れたCOP21で採択された。
*3 出典：「2013 年以降の対策・施策に関する報告書」平成 24 年6月 中央環境審議会 地球
環境部会
*4 出典：環境省「平成26年度2050年再生可能エネルギー等分散型エネルギー普及可能性
検証検討委託業務報告書」
*5 出典：木通秀樹「2050年のエネルギー転換に向けた再生可能エネルギーのグローバル流
通の提案」JRIレビュー（2016）Vol.4,No.34 p.81
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現地の雇用・産業を創出 エネルギーマネジメント技術の開発・国際連携

シンクタンク 商社 メーカー

集光型太陽電池

海外の高照度地域

太陽光水素

これ以上、太陽光発電を入れるのは厳しい

環境省のシナリオではCO2削減が必須

出力抑制

水素貯蔵
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*1 出典：資源エネルギー庁「日本のエネルギー」2017年度版
*2 パリ協定：2020年度以降の地球温暖化対策の国際ルール。2015年12月にパリで開催さ
れたCOP21で採択された。
*3 出典：「2013 年以降の対策・施策に関する報告書」平成 24 年6月 中央環境審議会 地球
環境部会
*4 出典：環境省「平成26年度2050年再生可能エネルギー等分散型エネルギー普及可能性
検証検討委託業務報告書」
*5 出典：木通秀樹「2050年のエネルギー転換に向けた再生可能エネルギーのグローバル流
通の提案」JRIレビュー（2016）Vol.4,No.34 p.81
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先端研4号館1階に、「東京大学 生命・情報科学 若手アライアンス」のオープンラ

ボラトリーの1つが完成し、9月27日に落成式が行われました。

生命科学は21世紀最大のサイエンスとも言われていますが、なぜ分子が集まって

生命の自律的なシステムを支えているのかなど、未解決課題が山積しています。解

明には情報科学や計測技術との連携が不可欠ですが、生命科学と情報・計測科学が

横断的に連携する環境は、日本にはほとんどありませんでした。

「東京大学 生命・情報科学 若手アライアンス」は、若手研究者を中心に、計測生命

科学、データサイエンス、AIを融合させ、がんの進展、病態の制御など、現代生命科

学の大課題に共通する「1細胞解像度での多細胞システム動態の理解」、つまり、マ

イクロメーター単位である1細胞の中にある数万個もの分子が、どのように活動

し、どう変化しているかなどを解明することで、多細胞システムの理解に挑むプロ

ジェクトです。このプロジェクトは、先端研OBでバイオベンチャー「ペプチド

リーム株式会社」の創業者、菅 裕明 教授のご貢献により実現しました。

今回完成したラボは、ロボットで実験を自動化する「ラボラトリーオートメーショ

ン機構（CLARA）」のエリア。現在改修中の残り2つのラボを含めた計1,000㎡の

巨大空間で、機器類やデータベースの共有や海外研究機関との共同研究を展開し

ながら、日本におけるオープンラボラトリーのモデルケースを構築します。

東京大学 生命・情報科学 若手アライアンス
オープンラボラトリーが完成

2018年6月、池内 恵 准教授（イスラム政治思想分野：開催時）の企画による「先端研

セキュリティ・セミナー・シリーズ」が発足しました。第1回（6月22日）は移民問題を

めぐって、サザン・メソジスト大学タワー政治学研究センター所長のジェームズ・ホ

リフィールド教授が、第2回（7月9日）はサイバー・セキュリティをめぐって、テルア

ビブ大学ブラヴァトニク学際サイバー研究センターのダニエル・コーエン上級研究

員、第3回（9月25日）は「アラブの春」後のイスラーム主義をめぐって、ジョージ・ワ

シントン大学中東研究センター長のネイサン・ブラウン教授が講演し、池内准教授

の司会による質疑応答が専門研究者・実務家からなる多様な聴衆との間で活発に行

われました（共通言語は英語）。

先端研セキュリティ・セミナー・シリーズが発足

7月18日、ケンブリッジ大学クレアホールVisiting Fellow, Visiting Studentの経

験を持つ教員および学生による同窓会組織「東京大学先端科学技術研究センター・

ケンブリッジ クレアホール・クラブ」が設立され、初代会長に、浜窪 隆雄 東京大学

名誉教授、幹事には牧原 出 教授（政治行政システム分野）が選任されました。

参加者は「日本のクレアホール同窓会組織は他にもあるが、学生会員を持つところ

はないのではないか」「クラウド上でも交流を深めたい」など、今後の交流活動につ

いて活発な意見交換を行いました。

ケンブリッジ大学クレアホール同窓会組織
「先端研・ケンブリッジ クレアホール・クラブ」を設立

9月14日、大学院工学系研究科先端学際工学専攻の平成30年度秋季学位記授与式

が挙行され、2名に学位記が授与されました。

学位記授与式は英語で行われ、神崎 亮平 所長は式辞で「みなさんは、ご自身の研究

分野だけでなく、先端研で分野を超えたコミュニケーションを学んでいます。この

先、困難に出会ったときには、先端研での経験を思い出してほしい」とエールを送り

ました。

9月21日には平成30年度秋季入学式が挙行され、15名が入学しました。

工学系研究科先端学際工学専攻
平成30年度秋季学位記授与式を挙行

大学に進学する、障害をもつ学生の数は、この10年間で約4倍に増えています。一方

で、理工系の学問分野における実験・実習など、手足を使う技能（ハンズオン技能）が

要求される場面では、いまだに環境や支援が十分でなく、障害学生の参加は難しい

ままになっています。

本プロジェクトでは、多分野の理工系研究室が存在し、同時に障害をもつ研究者が

多く在籍する先端研を中心に、東京大学バリアフリー支援室と連携し、各分野の教

員、障害の当事者からのアイデアを調査します。障害をもつ学生が理工系分野で活

躍するキャリアを支援することを目指して、大学の研究室における基本的環境の整

備のためのガイドラインと、このリソースとしての事例集を作成します。

先端研インクルーシブデザインラボ
プロジェクトが始動

▲先端研インクルーシブデザインラボのイメージ

▲終了後の記念写真。前列右から2番目が会長の浜窪名誉教授、
　3番目が幹事の牧原教授

▲式辞を述べる神崎亮平所長

▲9月27日に完成した「ラボラトリーオートメーション機構」

▲今後完成予定の4号館3階オープンラボエリアの完成
　イメージ

▲神崎所長（左から3番目）、菅教授（左から4番目）と関係者に
　よるテープカット

▲ネイサン・ブラウン教授と池内恵准教授（開催時）がイスラー
　ム主義をめぐって議論しました
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シントン大学中東研究センター長のネイサン・ブラウン教授が講演し、池内准教授

の司会による質疑応答が専門研究者・実務家からなる多様な聴衆との間で活発に行

われました（共通言語は英語）。

先端研セキュリティ・セミナー・シリーズが発足

7月18日、ケンブリッジ大学クレアホールVisiting Fellow, Visiting Studentの経

験を持つ教員および学生による同窓会組織「東京大学先端科学技術研究センター・

ケンブリッジ クレアホール・クラブ」が設立され、初代会長に、浜窪 隆雄 東京大学

名誉教授、幹事には牧原 出 教授（政治行政システム分野）が選任されました。

参加者は「日本のクレアホール同窓会組織は他にもあるが、学生会員を持つところ

はないのではないか」「クラウド上でも交流を深めたい」など、今後の交流活動につ

いて活発な意見交換を行いました。

ケンブリッジ大学クレアホール同窓会組織
「先端研・ケンブリッジ クレアホール・クラブ」を設立

9月14日、大学院工学系研究科先端学際工学専攻の平成30年度秋季学位記授与式

が挙行され、2名に学位記が授与されました。

学位記授与式は英語で行われ、神崎 亮平 所長は式辞で「みなさんは、ご自身の研究

分野だけでなく、先端研で分野を超えたコミュニケーションを学んでいます。この

先、困難に出会ったときには、先端研での経験を思い出してほしい」とエールを送り

ました。

9月21日には平成30年度秋季入学式が挙行され、15名が入学しました。

工学系研究科先端学際工学専攻
平成30年度秋季学位記授与式を挙行

大学に進学する、障害をもつ学生の数は、この10年間で約4倍に増えています。一方

で、理工系の学問分野における実験・実習など、手足を使う技能（ハンズオン技能）が

要求される場面では、いまだに環境や支援が十分でなく、障害学生の参加は難しい

ままになっています。

本プロジェクトでは、多分野の理工系研究室が存在し、同時に障害をもつ研究者が

多く在籍する先端研を中心に、東京大学バリアフリー支援室と連携し、各分野の教

員、障害の当事者からのアイデアを調査します。障害をもつ学生が理工系分野で活

躍するキャリアを支援することを目指して、大学の研究室における基本的環境の整

備のためのガイドラインと、このリソースとしての事例集を作成します。

先端研インクルーシブデザインラボ
プロジェクトが始動

▲先端研インクルーシブデザインラボのイメージ

▲終了後の記念写真。前列右から2番目が会長の浜窪名誉教授、
　3番目が幹事の牧原教授

▲式辞を述べる神崎亮平所長

▲9月27日に完成した「ラボラトリーオートメーション機構」

▲今後完成予定の4号館3階オープンラボエリアの完成
　イメージ

▲神崎所長（左から3番目）、菅教授（左から4番目）と関係者に
　よるテープカット

▲ネイサン・ブラウン教授と池内恵准教授（開催時）がイスラー
　ム主義をめぐって議論しました
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『 実 験 医 学 増 刊  V o l . 3 6  N o . 1 5  動 き 始 め た が ん ゲ ノ ム 医 療 ～
深 化 と 普 及 の た め の 基 礎 研 究 課 題 』

中釜 斉 (監修)、油谷 浩幸 ほか（編集）／羊土社／2018.9.10

『 東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー 3 0 年 の あ ゆ み 』を 発 行
編 集 委 員：牧 原  出  教 授 ／ 編 集 委 員 補 佐：佐 藤  信  助 教

2018年7月31日、先端研創立30周年記
念事業の1つである『東京大学先端科学
技術研究センター30年のあゆみ』が発行
されました。10年前の『20年史』の続編
として、歴代所長4人をはじめ、関係者へ
のインタビューやデータ収集を反映して
編集されたものです。
東京大学のみならず日本の大学にとって
激動の時代―2008年から2017年まで
の10年間の中で、先端研がいかに時代の
変化に適応してきたかを伝え、先端研の
これからの存在意義を改めて問う記録と
なっています。

『 平 成 風 雲 録  政 治 学 者 の 時 間 旅 行 』

御厨 貴（著）／文藝春秋／2018.9.7

『 崩 れ る 政 治 を 立 て 直 す  2 1 世 紀 の 日 本 行 政 改 革 論 』

牧原 出（著）／講談社現代新書／2018.9.19

『 S p o r t  2 . 0 : 進 化 す る e ス ポ ー ツ 、変 容 す る オ リ ン ピ ッ ク 』

アンディ・ミア（著）、稲見 昌彦（解説）／エヌティティ出版／2018.9.4

先 端 研 ウ ェ ブ サ イ ト で 最 新 の 活 動 状 況 を ご 覧 い た だ け ま す
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発令日 氏名 職名 受入研究室

発令日 氏名 職名 転出先

退 職・転 出

特任助教 大学院総合文化研究科広域科学専攻
助教

木下 卓巳2018年7月31日

高橋 麻衣子 中邑・近藤研究室講師2018年8月1日

Verhulst
Adrien
Alexandre

稲見・檜山研究室特任研究員2018年8月16日

野地 智康 石北研究室特任助教2018年9月1日

Adel Arman
Foyez

谷内江研究室学術支援
専門職員

2018年9月1日

不破 麻里亜 中村・宇佐見研究室助教2018年10月1日

野地 智康 石北研究室助教2018年10月1日

池内 恵 池内研究室教授2018年10月1日

守屋 圭子 国立研究開発法人国立環境研究所
高度技能専門員

特任専門員2018年8月31日

武田 晴美 特任専門職員2018年8月31日

澤田 有希子 助教 大学院経済学研究科 助教

東大先端研 特任助教（短時間）

2018年8月31日

石堂 磨耶 特任助教2018年10月15日

採 用・任 命・転 入 等

2018年8月9日

佐々木 智也 学術支援専門職員、檜山 敦 講師、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）
◇持ち運び可能な高出力のロッド状触覚デバイスを開発 ～VRや生活支援への応
用に期待～

2018年8月31日

谷内江 望 准教授（合成生物学分野）
◇ゲノム編集の標的領域を拡張！

2018年10月4日

油谷 浩幸 教授（ゲノムサイエンス分野）ほか
◇がん遺伝子パネル検査「Todai OncoPanel」の臨床性能試験を先進医療で開始

2018年10月12日

森 秀人 研究交流生、谷内江 望 准教授（合成生物学分野）
◇「ゲノム編集」遺伝子を発見するソフトウェアを開発

2018年10月30日

油谷 浩幸 教授（ゲノムサイエンス分野）ほか
◇シングルセル解析と機械学習により心不全において心筋細胞が肥大化・不全
化するメカニズム（心筋リモデリング機構）を解明

2018年8月9日

佐々木 智也 学術支援専門職員、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）
◇遠隔二人羽織ロボット「Fusion」　他者の視点に寄りそう遠隔共同作業シス
テムを開発

2018年7月30日

中邑研究室（人間支援工学分野）
◇「教育×ビジネス」25歳以下のビジネスプランコンペ MAZERU 2018 開催
のお知らせ

2018年7月18日

先端科学技術研究センター
◇平成30年度学術研究活動支援事業（大学等の「復興知」を活用した福島イノ
ベーション・コースト構想促進事業）の採択のお知らせ

2018年9月19日

広浜 大五郎 特任研究員（臨床エピジェネティクス寄付研究部門）が第41回日本
高血圧学会総会においてYoung Investigator's Award（YIA）の最優秀賞を受賞
受賞理由： Pendrinの血圧・電解質代謝調節作用の解明

2018年9月15日

佐々木 智也 学術支援専門職員、伊藤 大智 修士学生、原口 純也 修士学生、荻野 将
拓 修士学生、檜山 敦 講師、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）らが、エンターテイ
メントコンピューティング（EC）シンポジウム 2018において、ベストデモ賞

（PC推薦）及びベストビデオ賞を受賞
受賞題目：全身運動のためのマルチロータを用いた空中触覚提示デバイス

2018年9月

河原崎 和歌子 特任助教（臨床エピジェネティクス寄付研究部門）が第41回日本
高血圧学会女性研究者奨励賞を受賞

W i n n i n g受 　 賞

［ 新 聞 掲 載 ］

［ 雑 誌 掲 載 ］

2018年8月20日

【NHK Eテレ】ハートネットTV
パラスポーツもっと身近にしようプロジェクト Action1
◇熊谷 晋一郎 准教授（当事者研究分野）

2018年10月3日

【日本経済新聞】次世代担う人材は見えず 牧原出・東大教授
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年8月21日

【日本経済新聞】複眼：増える豪雨、命守るには「危険な兆候、見逃さず」
◇中村 尚 教授（気候変動科学分野）

2018年8月10日

【神奈川新聞】東京五輪・パラに向けて都内でシンポ
◇先端研主催シンポジウム「日常への帰還」

2018年7月30日

【日本経済新聞】渋滞予兆を検知　車両距離ゆとり
◇西成 活裕 教授（数理創発システム分野）

2018年10月1日

【週刊東洋経済】10月6日号
◇フォーカス政治：北海道地震で浮き彫りに 政府広報の変化と稚拙
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年7月16日

【日経ビジネス】2018年7月16日号
◇特集 ついに来た! 量子コンピューター ― Google、IBMの野望
◇中村 泰信 教授（量子情報物理工学分野）

2018年10月3日

【The Japan Times】Factions loom large in Abe reshuffle, with the 
‘Cabinet post waiting list’ coming into play
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年9月22日

【東京新聞】あの人に迫る：中邑賢龍　異才発掘プロジェクト率いる東京大教授 
別々の箱でいい　学びの居場所を
◇中邑 賢龍 教授（人間支援工学分野）

2018年9月15日

【東京新聞】考える広場：今どきのリーダー論「未来に対する構想力」
◇御厨 貴 客員教授（情報文化社会分野）

2018年9月5日

【読売新聞】特許紛争に「仲裁」最適
◇玉井 克哉 教授（知的財産法分野）

2018年9月4日

【熊本日日新聞】障害者雇用 私の視点：一緒に働き、学ぶことある
◇福島 智 教授（バリアフリー分野）

2018年9月1日

【日本経済新聞】力のかかり具合　VRで感覚再現　東大が棒状装置
◇稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）

2018年9月10日

【TBSラジオ】荻上チキ Session-22 ：安倍総理vs石破元幹事長の自民党総裁選
演説会で見えた二人の主張、そして違いとは？
牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年8月25日

【TBS】報道特集：異常気象の連鎖が起きている
◇中村 尚 教授（気候変動科学分野）Gloppe Arnaud 中村・宇佐見研究室特任研究員2018年10月1日

［ ト ピ ッ ク ス ］

2018年10月3日

石川県産業創出支援機構（ISICO）等が、石川県と先端研における共同研究創出
支援事業に石川県内三社の研究テーマを採択

2018年9月2日

先端研・テルアビブ大モシェダヤン・センター共催ラウンドテーブルをイスラエ
ルのテルアビブで開催

特任助教Jehl Zacharie
Victor Samuel
Nathanael

2018年7月31日 Institut de Recerca en Energia
de Catalunya (IREC) ・Researcher

学術支援
専門職員

佐野 舞子2018年8月31日

［ テ レ ビ・ラ ジ オ 出 演 ］

活 動 報 告 R e p o r t

［ プ レ ス リ リ ー ス ］ http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/pressrelease/

2018年9月12日

【NHK Eテレ】又吉直樹のヘウレーカ!「あの日の“カラダ”に戻りたい!?」
◇稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）

2018年10月1日

【NHK Eテレ】ハートネットTV：障害者雇用　もっと両思いを増やそう！
Action4 
◇近藤 武夫 准教授（人間支援工学分野）
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深 化 と 普 及 の た め の 基 礎 研 究 課 題 』

中釜 斉 (監修)、油谷 浩幸 ほか（編集）／羊土社／2018.9.10

『 東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン タ ー 3 0 年 の あ ゆ み 』を 発 行
編 集 委 員：牧 原  出  教 授 ／ 編 集 委 員 補 佐：佐 藤  信  助 教

2018年7月31日、先端研創立30周年記
念事業の1つである『東京大学先端科学
技術研究センター30年のあゆみ』が発行
されました。10年前の『20年史』の続編
として、歴代所長4人をはじめ、関係者へ
のインタビューやデータ収集を反映して
編集されたものです。
東京大学のみならず日本の大学にとって
激動の時代―2008年から2017年まで
の10年間の中で、先端研がいかに時代の
変化に適応してきたかを伝え、先端研の
これからの存在意義を改めて問う記録と
なっています。

『 平 成 風 雲 録  政 治 学 者 の 時 間 旅 行 』

御厨 貴（著）／文藝春秋／2018.9.7

『 崩 れ る 政 治 を 立 て 直 す  2 1 世 紀 の 日 本 行 政 改 革 論 』

牧原 出（著）／講談社現代新書／2018.9.19

『 S p o r t  2 . 0 : 進 化 す る e ス ポ ー ツ 、変 容 す る オ リ ン ピ ッ ク 』

アンディ・ミア（著）、稲見 昌彦（解説）／エヌティティ出版／2018.9.4

先 端 研 ウ ェ ブ サ イ ト で 最 新 の 活 動 状 況 を ご 覧 い た だ け ま す
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発令日 氏名 職名 受入研究室

発令日 氏名 職名 転出先

退 職・転 出

特任助教 大学院総合文化研究科広域科学専攻
助教

木下 卓巳2018年7月31日

高橋 麻衣子 中邑・近藤研究室講師2018年8月1日

Verhulst
Adrien
Alexandre

稲見・檜山研究室特任研究員2018年8月16日

野地 智康 石北研究室特任助教2018年9月1日

Adel Arman
Foyez

谷内江研究室学術支援
専門職員

2018年9月1日

不破 麻里亜 中村・宇佐見研究室助教2018年10月1日

野地 智康 石北研究室助教2018年10月1日

池内 恵 池内研究室教授2018年10月1日

守屋 圭子 国立研究開発法人国立環境研究所
高度技能専門員

特任専門員2018年8月31日

武田 晴美 特任専門職員2018年8月31日

澤田 有希子 助教 大学院経済学研究科 助教

東大先端研 特任助教（短時間）

2018年8月31日

石堂 磨耶 特任助教2018年10月15日

採 用・任 命・転 入 等

2018年8月9日

佐々木 智也 学術支援専門職員、檜山 敦 講師、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）
◇持ち運び可能な高出力のロッド状触覚デバイスを開発 ～VRや生活支援への応
用に期待～

2018年8月31日

谷内江 望 准教授（合成生物学分野）
◇ゲノム編集の標的領域を拡張！

2018年10月4日

油谷 浩幸 教授（ゲノムサイエンス分野）ほか
◇がん遺伝子パネル検査「Todai OncoPanel」の臨床性能試験を先進医療で開始

2018年10月12日

森 秀人 研究交流生、谷内江 望 准教授（合成生物学分野）
◇「ゲノム編集」遺伝子を発見するソフトウェアを開発

2018年10月30日

油谷 浩幸 教授（ゲノムサイエンス分野）ほか
◇シングルセル解析と機械学習により心不全において心筋細胞が肥大化・不全
化するメカニズム（心筋リモデリング機構）を解明

2018年8月9日

佐々木 智也 学術支援専門職員、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）
◇遠隔二人羽織ロボット「Fusion」　他者の視点に寄りそう遠隔共同作業シス
テムを開発

2018年7月30日

中邑研究室（人間支援工学分野）
◇「教育×ビジネス」25歳以下のビジネスプランコンペ MAZERU 2018 開催
のお知らせ

2018年7月18日

先端科学技術研究センター
◇平成30年度学術研究活動支援事業（大学等の「復興知」を活用した福島イノ
ベーション・コースト構想促進事業）の採択のお知らせ

2018年9月19日

広浜 大五郎 特任研究員（臨床エピジェネティクス寄付研究部門）が第41回日本
高血圧学会総会においてYoung Investigator's Award（YIA）の最優秀賞を受賞
受賞理由： Pendrinの血圧・電解質代謝調節作用の解明
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佐々木 智也 学術支援専門職員、伊藤 大智 修士学生、原口 純也 修士学生、荻野 将
拓 修士学生、檜山 敦 講師、稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）らが、エンターテイ
メントコンピューティング（EC）シンポジウム 2018において、ベストデモ賞
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受賞題目：全身運動のためのマルチロータを用いた空中触覚提示デバイス
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河原崎 和歌子 特任助教（臨床エピジェネティクス寄付研究部門）が第41回日本
高血圧学会女性研究者奨励賞を受賞

W i n n i n g受 　 賞

［ 新 聞 掲 載 ］

［ 雑 誌 掲 載 ］

2018年8月20日

【NHK Eテレ】ハートネットTV
パラスポーツもっと身近にしようプロジェクト Action1
◇熊谷 晋一郎 准教授（当事者研究分野）

2018年10月3日

【日本経済新聞】次世代担う人材は見えず 牧原出・東大教授
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年8月21日

【日本経済新聞】複眼：増える豪雨、命守るには「危険な兆候、見逃さず」
◇中村 尚 教授（気候変動科学分野）

2018年8月10日

【神奈川新聞】東京五輪・パラに向けて都内でシンポ
◇先端研主催シンポジウム「日常への帰還」

2018年7月30日

【日本経済新聞】渋滞予兆を検知　車両距離ゆとり
◇西成 活裕 教授（数理創発システム分野）

2018年10月1日

【週刊東洋経済】10月6日号
◇フォーカス政治：北海道地震で浮き彫りに 政府広報の変化と稚拙
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年7月16日

【日経ビジネス】2018年7月16日号
◇特集 ついに来た! 量子コンピューター ― Google、IBMの野望
◇中村 泰信 教授（量子情報物理工学分野）

2018年10月3日

【The Japan Times】Factions loom large in Abe reshuffle, with the 
‘Cabinet post waiting list’ coming into play
◇牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年9月22日

【東京新聞】あの人に迫る：中邑賢龍　異才発掘プロジェクト率いる東京大教授 
別々の箱でいい　学びの居場所を
◇中邑 賢龍 教授（人間支援工学分野）

2018年9月15日

【東京新聞】考える広場：今どきのリーダー論「未来に対する構想力」
◇御厨 貴 客員教授（情報文化社会分野）

2018年9月5日

【読売新聞】特許紛争に「仲裁」最適
◇玉井 克哉 教授（知的財産法分野）

2018年9月4日

【熊本日日新聞】障害者雇用 私の視点：一緒に働き、学ぶことある
◇福島 智 教授（バリアフリー分野）

2018年9月1日

【日本経済新聞】力のかかり具合　VRで感覚再現　東大が棒状装置
◇稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）

2018年9月10日

【TBSラジオ】荻上チキ Session-22 ：安倍総理vs石破元幹事長の自民党総裁選
演説会で見えた二人の主張、そして違いとは？
牧原 出 教授（政治行政システム分野）

2018年8月25日

【TBS】報道特集：異常気象の連鎖が起きている
◇中村 尚 教授（気候変動科学分野）Gloppe Arnaud 中村・宇佐見研究室特任研究員2018年10月1日

［ ト ピ ッ ク ス ］

2018年10月3日

石川県産業創出支援機構（ISICO）等が、石川県と先端研における共同研究創出
支援事業に石川県内三社の研究テーマを採択

2018年9月2日

先端研・テルアビブ大モシェダヤン・センター共催ラウンドテーブルをイスラエ
ルのテルアビブで開催

特任助教Jehl Zacharie
Victor Samuel
Nathanael

2018年7月31日 Institut de Recerca en Energia
de Catalunya (IREC) ・Researcher

学術支援
専門職員

佐野 舞子2018年8月31日

［ テ レ ビ・ラ ジ オ 出 演 ］

活 動 報 告 R e p o r t

［ プ レ ス リ リ ー ス ］ http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/pressrelease/

2018年9月12日

【NHK Eテレ】又吉直樹のヘウレーカ!「あの日の“カラダ”に戻りたい!?」
◇稲見 昌彦 教授（身体情報学分野）

2018年10月1日

【NHK Eテレ】ハートネットTV：障害者雇用　もっと両思いを増やそう！
Action4 
◇近藤 武夫 准教授（人間支援工学分野）
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風力発電所の建設まで（約10年）と、運開後の運用・
メンテナンス（約20年）の費用はほぼ同じくらい
故障・事故などトラブル対策は稼働率の維持に
不可欠
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先端とは何か

ニスコーチ、投資家、アーティスト、デザイナー、演出家など

多彩な人が研究室に関わっている。私が解決しようとする

社会課題に直接関係ない人たちであるが、彼らが存在する

ことによって様々な人が集まり、そこで繋がる多くの人が

様々な攻め手となり、常識を打ち破って進むことを助けて

くれる。

　学校の学びが合わないユニークな不登校傾向の子供達を

選抜し、5年前から異才発掘プロジェクトROCKETを日本

財団と共同で進めている。不登校の特権を活かした、教科書

なし、時間割なし、明確な目的なしの学びの場である。様々

なプログラムがある中で、「海外にエネルギーを考えに行こ

う」と子供達に呼びかけた。日程も目的地も明らかでないの

に、面白そうだからと応募してくる大勢の子供たち。こんな

無目的さに不安を感じずにやってくる子供がいることは嬉

しい。成田空港でMumbaiと記された搭乗券を渡され、初め

て目的地を知る子供たちは予備知識なしにインドに入り込

んでいく。そんな旅で出合う偶然にこそ感動がある。彼らの

中の先端の経験を味わう中で、学びが受動的から能動的な

ものに変わっていく。誰もがあったら面白いと思いながら

ルールや常識で縛られ学校で実施できない事を我々が展

開・発信する事で、ゆっくりではあるが学校がその方向に動

き始めていくのを感じている。

　「先端研は何をやってるかわからないけど面白そうだか

ら行ってみよう！」

　これからもそんな場所であり続けたい。

　先行研究の論文を読んで進めていく研究とはしばらく無

縁の生活をしている。その代わりに現場の声を聞く事が私

の日課である。不登校、暴力、引きこもり、ゲーム中毒、差別、

いじめなど生きにくさについての様々な相談を受けなが

ら、現場に出かけていく。最果ての街まで出かけて引きこも

りの少年に会うのは時間と旅費の無駄だと思われるかもし

れないが、少年の涙、家族の表情、その街の空気を感じる中

でこそ、私の様々な感情を引き出し、忘れられないリアルな

出来事となる。

　出会う人が多くなると、個人の問題としてではなく、次第

に社会課題として大きな研究テーマが見えてくる。これは

本や論文で得た感覚とは全く違ったもう少しリアリティの

ある私個人の現状認識である。この時、初めて私個人の感情

を呼び覚まし、私が取り組もうと思う研究課題となる。「医

療的ケアの必要な子供と家族のコミュニケーションの質を

あげるには？」「学校での学びに意欲を失った子供の学びを

どう創るか？」といった大きく漠然とした課題である。

　その解決となると、それらはまさに複合的な課題であり、

論文を読んでも解法が載っているわけでもない。その中の

一部の課題を取り上げても全体の解決には結びつかない。

それに取り組んだとしても論文としてまとめるのは時間も

かかり、また、新しい課題であればあるほどまとめて発表す

る場所もあまりない。大学の研究者を目指す若手を引き込

むにはためらいがある。

　私自身にマルチな才能があるわけではない。ただ私には

マルチな興味と様々な仲間がいる。ロボットクリエータ、テ

＜先端研 ― いわき市 連携 編＞知られざる先端研
2018年3月20日、先端研と福島県いわき市は、産学官連携や人材育成などに共同で取り組むため、連携および協力に
関する協定を締結しました。今回は、連携の目的や今後の展開をご紹介します。

なぜ、風力発電産業をいわき市の新たな基幹産業に？

先端研と連携し、風力発電関連産業の一大集積地として発展させ、雇用創出と経済活性化を図る

共同
研究

人材
育成

いわき市に風力発電で新産業を 福島イノベーション・コースト構想

東日本大震災以降、福島県は国の「福島イノベーション・コースト

構想」「新エネ社会構想」を踏まえ、2040年に県内エネルギー需

要を全て再生可能エネルギーで賄うことを目標に、再エネ導入

に向けた様々な取り組みを行っています。

いわき市は、山も海もある「浜通り地域」。福島の風力発電施設の

約半分がいわき市に建設される予定であり、福島県は全国トッ

プレベルの風力発電導入量を誇ることとなるため、風力発電を

いわき市の新たな基幹産業にしたいと考えています。また、風力

発電産業のみならず、様々な分野で先端研の知見とシーズをい

わき市の復興と地域の活性化につなげていきたいです。

東日本大震災および原子力災害によって失わ

れた浜通り地域の産業を回復するため、廃炉、

ロボット、エネルギー、農林水産等の分野でプ

ロジェクトを進め、新たな産業基盤の構築を目

指す国家プロジェクト。

先端研との連携

先端研の持つ「知見・シーズ」「ネットワーク」

と、いわき市が持つ「ものづくり力」「フィール

ド」を融合させ、活力ある地域づくりを目指す。

経営戦略企画室
折笠 雄司さん

（いわき市より出向）

日本にある風車の70％近くが海外製
修理部品の調達、トラブルシューティン
グやメンテナンスが、国外なので対応に
時間がかかる

いわき市には復興を支えてきた製造業をはじめとする多
くの企業がある
風力発電機は部品点数が多く、原発やプラントメンテの技
術が応用可能・メンテナンス人材の育成で産業を活性化

地元の産業は、風力発電事業による産業恩恵が
少ない…

部品製造・調達ノウハウやメンテナンスに関わる人材の育成を行い、
新たな基幹産業として、地元の雇用創出や産業の活性化に貢献！

CENTER for Wind Energy Co-creation, Emergence, Networking, Technology, Enhance, Regional development

産学官連携による
共同研究や技術開発

環境・エネルギー分野に
関わる人材育成

助言
指導

意識
醸成

産業振興に向けた
地域企業への助言・指導

環境・エネルギー産業に
関する理解促進

風車の先端研究者
飯田 誠 特任准教授

CENTER for Wind Energyをキャッチフ

レーズに、いわきで持続可能な未来社会、

再生可能エネルギーによる未来社会の基

盤づくりを先端研力で実現します！

これまでと現状 これまでと現状 先端研といわき市が考えるこれから

部品製造

部品供給
メンテナンス

製造・メンテナンスの人材育成

製造・供給
メンテナンス
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と、いわき市が持つ「ものづくり力」「フィール

ド」を融合させ、活力ある地域づくりを目指す。

経営戦略企画室
折笠 雄司さん

（いわき市より出向）

日本にある風車の70％近くが海外製
修理部品の調達、トラブルシューティン
グやメンテナンスが、国外なので対応に
時間がかかる

いわき市には復興を支えてきた製造業をはじめとする多
くの企業がある
風力発電機は部品点数が多く、原発やプラントメンテの技
術が応用可能・メンテナンス人材の育成で産業を活性化

地元の産業は、風力発電事業による産業恩恵が
少ない…

部品製造・調達ノウハウやメンテナンスに関わる人材の育成を行い、
新たな基幹産業として、地元の雇用創出や産業の活性化に貢献！

CENTER for Wind Energy Co-creation, Emergence, Networking, Technology, Enhance, Regional development

産学官連携による
共同研究や技術開発

環境・エネルギー分野に
関わる人材育成

助言
指導

意識
醸成

産業振興に向けた
地域企業への助言・指導

環境・エネルギー産業に
関する理解促進

風車の先端研究者
飯田 誠 特任准教授

CENTER for Wind Energyをキャッチフ

レーズに、いわきで持続可能な未来社会、

再生可能エネルギーによる未来社会の基

盤づくりを先端研力で実現します！

これまでと現状 これまでと現状 先端研といわき市が考えるこれから

部品製造

部品供給
メンテナンス

製造・メンテナンスの人材育成

製造・供給
メンテナンス
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オーストラリアと一緒に、
CO2フリー水素の社会をつくる

先端研探検団Ⅱ file 24

できること、できる時間を、生み出したい
先端研事務部が語る、もうひとつの「未来論」

人間支援工学分野
中邑 賢龍 教授

Relay Essay 先端とは何か 第25回

2018

104

2017年に発足30周年を迎えた東京大学先端科学技術研究センター（略称：先端研）は、「科学と技術のハーモニーで人と社会をつなぎ、未来を形にする」ことを使命とする
研究所です。最大の特色は研究者や研究分野の多様性にあり、理工系の先端研究から社会科学やバリアフリーという未来の社会システムに関わる研究まで、 基礎から応用
に至る多様な研究を積極的に推進しています。

輝け！未来の先端人

泉山 塁威 さん　小泉・小熊研究室（共創まちづくり分野） 助教
北海道生まれ、埼玉県育ち。日本大学理工学部建築学科卒業、大学院理工学研究科不動産科学専攻博士
前期課程修了、明治大学大学院理工学研究科建築学専攻博士後期修了。博士（工学）。認定准都市プラン
ナー。一般社団法人ソトノバ共同代表理事・編集長など、学外でも精力的に活動中。 「社会実験の先にどんな風景を描けるのか。実験を経て、

この場所ができた、という空間を早く作りたいです」

小さな体験が、
「未来のまち」を紡ぎ出す

熊澤 鉄也 先端研事務長

編集後記 今回の座談会は、事務職員には貴重な経験であり、何
より、教員の皆様に事務職員がどのような考えで仕
事に取組んでいるのかを理解してもらう機会の１つ
になってほしいと思っています。企画していただい
た広報・情報室の皆様には、この場をお借りして、御
礼申し上げます。
座談会に目を向けてみると、それぞれの人柄が文章
を通じてにじみでていて、また、同時に普段見られな

い一面も垣間見られ、興味深い内容となっています。
事務職員が『車の両輪』の一端を担うためにも、より
充実したサポート体制作りに取り組んでいきたいと
考えています。
この先、どのような未来が待っているかわかりませ
んが、先端研から『幸せを感じられる社会の扉』を開
けるシーズが沢山芽生えてほしいと願っています。

いずみやま るい

　カフェの前の道路に、テーブルと椅子が

ある。ひと休みしたかったあなたは、そこ

に座りますか？

　「日本は“公共空間を自由に使ってはい

けない”という感覚が強いですよね。オー

プンカフェの前に椅子を置くと、企業の

PRなのか、カフェの席なのかを聞かれま

す。自由に座れる席でも、です」

　泉山助教の専門は、エリアマネジメント

＝地域の価値を高める研究だ。「地域には、

建物や敷地の他に、道路や公園、河川と

いった公共の場があり、その面積は意外と

大きい。ビルの再開発や店舗での活性化に

は限界があり、いかに公共空間の価値を上

げるかが重要です」。

　泉山助教は、道路や駅前広場などで一時

的にカフェやイベントを行い、市民にふさ

わしい場の方向性を探る「タクティカル・

アーバニズム」の手法を用いる。「これまで

の公共空間は、突然工事が始まり、いきなり

公園などの空間が登場します。市民は、完成

して初めて知る。本当にその場所でいいの

か、きちんと使われるかは、できてみないと

わからない。非常にリスキーです」。

　タクティカル・アーバニズムは、シリコン

バレー発の起業手法「リーンスタートアッ

プ」と似ている。まず社会実験として小さく

始め、データで検証し、学習し、また試すとい

うサイクルを高速で回し、実践的なアイデア

に育てる。「最終的には公共投資などにつな

げます。ただのイベントでは、コンサルやイ

ベント会社が儲かるだけ。法規制と向き合い

ながら、市民のための場を考えないと」。

　従来の都市計画は、マーケティングからビ

ジョンを決め、トップダウンで進む。「20年

後にあなたの街はどうなっていますか？と

市民が突然聞かれても、想像しにくいですよ

ね。マーケティングの限界というか。でも、実

験など空間体験中に聞くと意見が出てく

る。体験が想像力を刺激するのです」。

　この秋には、クラウドファンディングに

挑戦した。行政の予算ありきの施策ではな

く、行政予算をオーバーする分は、一般か

ら資金を募る。運営や広報スタッフも募集

した。「自分の中では、空間づくりと調査を

行う社会実験の段階は終わっていて、地元

の企業や市民が実験フェスに関わりなが

ら、みんなで将来の空間を体験し、愛着を

育む活動に移行しています」。

　現場で活躍しているのに、大学にいる必

要はあるのだろうか。「新分野を切り拓き

ながら、現場の課題や手法を研究する。こ

の“実践と研究の相互作用”は、大学だから

できることです」。論文のネタは存分にあ

る。「あとは時間ですね（笑）」

東京大学先端科学技術研究センターについて

泉山 塁威 さん
輝け！ 未来の先端人
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